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『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻

青

木

佳

伶

要

旨

『注
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
『
注
涅
槃
経
』）
は
、「
北
本
」
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。「
北
本
」『
涅
槃
経
』
は
北
涼
曇
無

讖
（
三
八
五
袞
四
三
三
）
に
よ
っ
て
、
四
二
一
年
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注
釈
書
の
著
者
韋
諗
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
唐

導
江
縣
の
県
令
で
あ
っ
た
。『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
依
る
と
、『
注
涅
槃
経
』
は
全
部
で
三
十
巻
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
二
、
八
、
十
、
十
二
、
十
四
、
そ
し
て
十
九
の
六
巻
の
み
で
あ
る
。
巻
十
を
除
き
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

韋
諗
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
導
江
県
令
」
と
い
う
撰
者
号
は
、
彼
の
こ
と
を
知
り
う
る
一

つ
の
手
が
か
り
に
な
る
。
私
は
、
韋
諗
の
活
躍
年
代
は
八
世
紀
前
葉
で
あ
り
、『
注
涅
槃
経
』
は
、
唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
袞
七
四

一
）
に
撰
述
さ
れ
、
そ
し
て
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
ま
で
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た
と
考
え
る
。

本
稿
は
、『
注
涅
槃
経
』
巻
二
の
翻
刻
で
あ
る
。
大
正
蔵
所
収
『
涅
槃
経
』「
北
本
」
及
び
「
南
本
」
と
の
校
注
を
掲
載
し
て
い
る
。

新
た
な
『
涅
槃
経
』
注
釈
書
の
一
資
料
の
提
供
に
よ
っ
て
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
さ
ら
な
る
研
究
に
と
っ
て
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。
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解

題一
、
は
じ
め
に

『注
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
『
注
涅
槃
経
』）
は
、
唐
代
の
一
県
令
が
撰
述
し
た
大
乗
『
涅
槃
経
』（「
北
本
」）
の
注
釈
書
で
あ
る
。
中

国
で
成
立
し
て
間
も
な
く
日
本
に
将
来
さ
れ
、
奈
良
の
天
平
写
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
注
涅

槃
経
』
は
、
中
国
で
流
行
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。『
東
域
伝
灯
目
録(１)』
に
よ
れ
ば
、『
注
涅
槃
経
』
は
、
元
は
三
十
巻
で
あ
り
、

現
在
日
本
に
残
存
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
中
の
巻
二
、
八
、
十
、
十
二
、
十
四
、
十
九
の
六
巻
で
あ
る
。

◎
１
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二

一
巻

縦
二
六
・
〇
糎
、
全
長
一
六
五
九
・
四
糎

奈
良
時
代

三
重

西
来
寺

北
本

巻
二

寿
命
品
の
注

◎
２
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
八

一
巻

縦
二
六
・
四
糎
、
全
長
一
二
八
一
・
〇
糎

奈
良
時
代

滋
賀

西
教
寺

北
本

巻
八

如
来
性
品
の
注

〇
３
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
十

一
巻

不
詳

奈
良
時
代

滋
賀

聖
衆
来
迎
寺

北
本

巻
九

如
来
性
品
の
注

◎
４
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
十
二

一
巻

縦
二
六
・
四
糎
、
全
長
一
四
六
六
・
六
糎

奈
良
時
代

三
重

西
来
寺

北
本

巻
十
二

聖
行
品
の
注

◎
５
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
十
四

一
巻

縦
二
六
・
三
糎
、
全
長
一
一
五
二
・
二
糎

奈
良
時
代

京
都

毘
沙
門
堂

北
本

巻
十
四

聖
行
品
の
注
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◎
６
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
十
九

一
巻

縦
二
六
・
四
糎
、
全
長
一
一
一
三
・
九
糎

奈
良
時
代

神
奈
川

西
方
寺

北
本

巻
十
九

梵
行
品
の
注

◎
国
指
定
重
要
文
化
財

〇
県
指
定
有
形
文
化
財

巻
十
が
県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
以
外
、
い
ず
れ
も
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
も
と
も
と
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
熟
練
し
た
写
経
生
に
よ
る
端
麗
な
書
写
、
紫
檀
・
黒
檀
の
経
軸
な
ど
の
表
装
か
ら
貴
重
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
巻
十
二
の
経
端
に
は
校
了
者
と
思
わ
れ
る
三
人
の
署
名(２)が
残
さ
れ
て
い
る
。
経
典
と
同
じ
よ
う
に
三
校
さ
れ

た
と
い
う
形
跡
も
、
こ
の
注
釈
書
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
巻
二
の
経
端
は
糊
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
お
そ
ら
く
巻
二
も
同
じ
よ
う
に
校
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
注
涅
槃
経
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
坂

本
廣
博
氏(３)の
論
文
一
篇
の
み
で
あ
る
。

二
、
撰
者
韋
諗
及
び
本
書
の
成
立
年
代

撰
者
韋
諗
は
、
唐
代
の
一
士
大
夫
で
あ
り
、
導
江
県
の
県
令
で
あ
っ
た
。
導
江
県
は
、
現
在
の
四
川
省
に
あ
る
都
江
堰
市
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
史
料
か
ら
韋
諗
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
韋
氏
と
い
う
姓
は
、
漢
代
か
ら
の
貴
族
で
あ
り
、
歴

代
官
職
に
就
き
宰
相
を
十
七
人
輩
出
し
、
朝
廷
へ
の
影
響
力
の
強
い
名
門
一
族
で
あ
っ
た
。
唐
代
の
中
宗
（
六
五
六
袞
七
一
〇
）
に
も

重
用
さ
れ
た
韋
氏
一
族
で
あ
っ
た
が
、
韋
后
（
生
年
不
詳
袞
七
一
〇
）
に
よ
る
中
宗
毒
殺
事
件
に
よ
り
、
韋
后
に
近
い
韋
氏
一
族
は
、

朝
廷
か
ら
失
脚
し
た
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
韋
諗
が
韋
氏
一
族
と
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

で
は
、
韋
諗
は
、
い
つ
の
時
代
の
人
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
各
巻
首
に
あ
る
「
導
江
縣
令
韋
諗
注
」
と
い
う
撰
者
号
の
中
の
「
導

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）
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江
縣
」
が
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。『
新
唐
書
』（
地
理
志(４)）
や
『
元
和
郡
県
図
志(５)』
か
ら
、
導
江
県
と
い
う
名
称
は
、
武
徳
二
年
か
ら

武
徳
九
年
（
六
一
九
袞
六
二
六
）
及
び
開
元
中
（
七
一
三
袞
七
四
一
）
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
武
徳
二
年
は
、
唐
朝
が
成
立

し
た
翌
年
に
当
た
る
。『
注
涅
槃
経
』
が
天
平
写
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
武
徳
か
ら
貞
観

中
で
は
な
く
開
元
中
の
撰
述
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、『
東
域
伝
灯
目
録
』
で
の
記
録
が
「
大
唐
導
江
縣
令
」
と
あ

る
か
ら
、
韋
諗
が
活
躍
し
て
い
た
年
代
は
、
開
元
の
盛
唐
期
と
考
え
て
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。「
導
江
縣
令
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

韋
諗
が
県
令
で
あ
る
間
に
撰
述
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
韋
諗
は
開
元
中
に
『
注
涅
槃
経
』
を
撰
述
し
た
と
推

測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
う
一
つ
の
記
録
が
、
正
倉
院
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。『
注
涅
槃
経
』
の
記
録
で
は
な

い
が
、
韋
諗
が
撰
述
し
た
『
維
摩
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
注
維
摩
経
』
が
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
元
暁
の
注
釈
書
な
ど
と

共
に
貸
し
出
さ
れ
た
記
録(６)が
あ
る
。『
注
涅
槃
経
』
に
関
す
る
貸
し
出
し
記
録
は
な
い
も
の
の
、
し
か
し
『
注
涅
槃
経
』
も
お
そ
ら

く
『
注
維
摩
経
』
と
同
時
期
に
将
来
さ
れ
た
と
考
え
て
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
韋
諗
の
活
躍
年
代
、『
注
涅
槃
経
』

の
撰
述
年
代
及
び
『
注
維
摩
経
』
の
貸
出
年
代
と
が
互
い
に
矛
盾
し
な
い
の
で
、
筆
者
の
推
測
通
り
、『
注
涅
槃
経
』
は
、
開
元
中

に
成
立
し
た
後
遅
く
て
も
七
五
三
年
に
は
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
と
考
え
て
概
ね
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
書

誌

本
稿
で
紹
介
す
る
『
注
涅
槃
経
』
巻
二
は
、「
北
本
」『
涅
槃
経
』「
寿
命
品
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
注
釈
の
部
分
で
あ
り
、
仏
の

常
住
を
説
く
重
要
な
巻
で
あ
る
。
こ
の
巻
二
は
巻
十
二
と
共
に
、
三
重
県
津
市
乙
部
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
別
格
本
山
の
西
来
寺
の
所

蔵
で
、
現
在
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
両
巻
と
も
十
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
さ
で
あ
り
、
ほ
か
の
巻
の
十
二
メ
ー

ト
ル
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

四



『注
涅
槃
経
』
巻
二
は
、
大
正
蔵
巻
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
北
本
」『
大
般
涅
槃
経
』（
N
o.374）
巻
二
の
全
巻
及
び
寿
命
品

の
一
部
分
に
対
応
す
る
。「
南
本
」（
N
o.375）
で
は
、
巻
二
の
全
巻
に
対
応
し
、
純
陀
品
及
び
哀
嘆
品
の
二
品
に
わ
た
る
。
写
本
の

注
釈
形
式
は
、『
涅
槃
経
』
本
文
の
間
に
経
文
よ
り
も
一
回
り
小
さ
い
文
字
で
双
行
の
割
注
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『
注
涅
槃

経
』
巻
二
の
書
誌
に
つ
い
て
記
す
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

五

《
巻
二
》
西
来
寺

重
文
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

名
称
…
…
『注
涅
槃
経
』
巻
二

外
題
…
…
『注
涅
槃
経
』
巻
二

内
題
…
…
『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
寿
命
品

導
江
縣
令
韋
諗
注

尾
題
…
…
『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二

撰
者
…
…
導
江
縣
令
韋
諗
注

刊
写
…
…
写
本

装
訂
…
…
巻
子

時
代
…
…
奈
良

裏
打
ち
…
無

表
紙
…
…
有
（
原
）
縦
二
十
五
糎
九
粍
、
横
二
十
二
糎
八
粍

紐
…
…
…
無

見
返
し
…
有

軸
…
…
…
有
（
原
カ
）

軸
首
…
…
撥

界
線
…
…
淡
墨
界

存
欠
…
…
完

状
態
…
…
良
好

紙
質
…
…
楮
打
紙
（
厚
手
）

紙
色
…
…
染
紙
黄
藥

第
二
紙
…
一
紙
二
十
二
行
十
七
字

縦
二
十
六
糎

横
五
十
一

糎
二
粍

界
高
十
九
糎
五
粍

界
幅
二
糎
三
粍

天
界
三
糎
二
粍

地
界
三
糎
四
粍

法
量
…
…
四
十
二
糎
二
粍
袞
五
十
一
糎
二
粍
の
間

全
三
十
三

紙

印
記
…
…
無

奥
書
…
…
無

備
考
…
…
各
紙
の
ほ
ぼ
中
央
近
く
に
折
り
跡
有
り
。



翻
刻
・
校
注

【凡

例
】

一
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
三
重
県
津
市
に
あ
る
天
台
眞
盛
宗
西
来
寺
所
蔵
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
韋
諗
撰
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第

二
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
翻
刻
に
際
し
て
異
体
字
等
は
、
概
ね
正
字
に
て
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
本
文

に
そ
の
ま
ま
残
し
、
注
記
を
施
し
た
。
本
文
の
中
で
使
用
さ
れ
た
特
徴
的
な
異
体
字
の
一
例
を
以
下
に
示
す
。

見
↓
現
、
邪
↓
耶
、
蝱
↓
虻
、
慙
↓
慚
、
叚
↓
假
、
仾
↓
低
、
娃
↓
怪
、
哀
↓
啓
、
阿
↓
逆
、
愛
↓
商
、
挨
↓
鼎
、
姶
↓
瘧
、

茜
↓
寧
、
穐
↓
匡
、
悪
↓
走
、
䖝
↓
虫
、
握
↓
麦
、
渥
↓
渋
、
旭
↓
歴
、
葦
↓
癲
。

三
、
経
の
本
文
と
注
の
部
分
に
は
適
宜
、
句
点
、
読
点
を
付
し
た
。

四
、
校
訂
に
関
し
て
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
大
般
涅
槃
経
』
本
文
に
つ
い
て
、『
大
正
蔵
』
巻
第
十
二
所
収
、
北
涼
曇
無
讖
訳

「
北
本
」『
大
般
涅
槃
経
』（
N
o.374）
及
び
宋
慧
厳
等
に
よ
る
再
治
本
の
「
南
本
」『
大
般
涅
槃
経
』（
N
o.375）
に
依
っ
た
。
異

同
は
、
脚
注
に
て
注
記
し
た
。
そ
の
際
、「
北
本
」「
南
本
」
の
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
北
本
」
○
○
、「
南
本
」
○
○
と
し
た
。

『
注
涅
槃
経
』
と
同
じ
場
合
は
、
特
に
注
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
大
正
蔵
』
に
あ
る
脚
注
は
、「
北
本
注
」、「
南
本
注
」
と

し
た
。
そ
の
際
、『
大
正
蔵
』
の
表
示
に
準
じ
て
、【
宮
】
は
、
宮
内
庁
本
、【
三
】
は
、
宋
・
明
・
元
の
三
本
、【
宋
】
は
、
宋

本
、【
明
】
は
、
明
本
、【
元
】
は
、
元
本
と
す
る
。

註
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大
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涅
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(１
)
『東
域
伝
灯
目
録
』
に
「
註
涅
槃
経
三
十
巻

大
唐
導
江
縣
合
諗
註
」
と
あ
る
（
大
正
蔵
五
十
五
、
一
一
五
四
頁
中
）。
な
お
、
注
に
は
、

「
合
＝
令
壽
【
甲
】」
と
あ
る
。
こ
の
甲
本
の
大
谷
大
学
蔵
写
本
で
は
、「
縣
令
壽
諗
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
壽
の
異
体

字
の
「
寿
」
を
「
韋
」
と
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。

(２
)
巻
十
二
の
経
端
に
は
、「
一
国
守
、
二
福
足
。
三
■
・
」
と
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
の
■
は
解
読
不
能
文
字
、・
は
ま
だ
文
字
が
あ
る

よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(３
)
坂
本
廣
博
﹇
1980﹈「
重
要
文
化
財
・
毘
沙
門
堂
蔵
本
「
注
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
四
・
聖
行
品
に
つ
い
て
」『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
通
号

三
、
三
十
六
頁
袞
四
十
一
頁
。

(４
)
『新
唐
書
』
第
四
冊
巻
四
十
二
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
一
〇
八
〇
頁
）

(５
)
李
吉
甫
撰
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
下
（
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
）（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
、
七
七
三
頁
）

(６
)
『正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
十
七
』
一
〇
六
頁
（
宮
内
廳
）
第
三
〇
巻
裏

14.
慈
訓
奉
請
經
巻
狀

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
﹇
2007﹈『
正
倉
院
文
書
影
印
集
成
』
十
七

塵
芥
文
書
、
八
木
書
店
。

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
﹇
1968﹈『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
之
三

天
平
二
十
年
袞
天
平
勝
寶
五
年
、
東
京
大
學
出
版
會
。
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【翻

刻
】

１

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
壽
命
品
１

導
江
縣
令
韋
諗
注

２

爾
時
、
會
中
有
優
婆
塞
、
是
拘
尸
那２
工
巧
之
子
、
名

３

曰
純
陀
此
第
二
成
就
種
性
遣
執
分
。
純
陀
、
法
身

大
士
也
。
以
本
願
故
、
現
生
工
巧
之
家
。
。
與

４

其
同
類
十
五
人
俱
、
爲
令
世
間
得
善
果
故
、
捨

５

身
威
儀
從
座
而
起
捨
、
卽
坐
之
威
儀
。

崇
、
請
法
之
容
止
。
。
偏
袒
右
肩

６

右
膝
著
地
、
合
掌
向
佛
、
悲
感
流
洟３
表
心
無

二
也
。
。
頂

７

禮
佛
足
而
白
佛
言
、
唯４
願
世
尊
及
比
丘
僧
、
哀
受

８

我
等
最
後
供
養
、
爲
度
無
量
諸
衆
生
故
請
受
施

者
、
爲
度

９
衆
生
、
非

敢
自
利
。
。
世
尊
、
我
等
從
今
無
主
無
親
、
無
救
無

10

護
、
無
歸
無
趣
佛
是
衆
生
法
主
、
今

若
涅
槃
、
則
無
所
趣
。
、
貧
窮
飢
困

11
無
法
利
人
曰
貧
。
無
徳
自
養
爲
窮
。

生
死
迫
切
名
飢
。
流
轉
艱
勞
是
困
。
。
欲
從
如
來
求
將
來

12

食
食
、
謂
常

果
也
。

。
唯５
願
哀
愍
受
我６
微
供
、
然
後
涅
槃７

13
不
設
供
具
而
請
受
者
、
見
上
諸
人
、

所
獻
弗
納
。
故
先
啓
佛
、
然
後
辨
之
。
。
世
尊
、
譬
如
刹
利

14
王
種

也
。
、
若
婆
羅
門
淨
行

者
也
。
・
毘
舍
若
今
之

官
長
也
。
・
首
陀
農夫

15
之
類

也
。
、
以
貧
窮
故
況
無
出
世

之
善
也
。
、
遠
至
他
國
捨
生

死
之

16
本
居
、
趣
涅

槃
之
他
國
。
役
力
農
作
喩
修
出

世
之
行
。
、
得
好
調
牛
、
良

17

田
平
正
志
不
迂

曲
也
。
、
無
諸
沙
鹵８
・
惡
草
・
株
杌９
鹵
鹹

土
也
。

『注
大
般
涅
槃
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』
巻
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翻
刻
（
青
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八

１

壽
命
品
…
「
北
本
」
壽
命
品
第
一
之
二
。「
南
本
」
純
陀
品
第
二
。

２

拘
戸
那
…
「
北
本
」
拘
尸
那
城
。「
北
本
注
」〔
城
〕
欠
【
宋
】。

「
南
本
」
拘
尸
芦
城
。「
南
本
注
」〔
芦
〕
欠
【
三
】。

３

悲
感
流
洟
…
「
北
本
」
悲
泣
堕
淚
。「
南
本
」
悲
感
流
淚
。

４

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

５

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

６

哀
愍
受
我
…
「
南
本
」
哀
受
我
等
。

７

然
後
涅
槃
…
「
北
本
」
然
後
乃
入
於
般
涅
槃
。

８

鹵
…
「
北
本
注
」【
三
】
滷
＊
。

９

株
杌
…
「
南
本
」
荒
穢
。



18
喩
不
生
邪
見

及
餘
煩
惱
。
、
唯10
希11
天
雨
世
尊
若
許
、
則
法
牙
得
生
。

猶
如
衆
苗
希
雨
一
潤
。

。

19

言
調
牛
者
、
葵12
身
口
七
況
身
口

七
支
也
。
、
良
田
平
正
、
況13

20

於
智
慧
、
除
去
沙
鹵14
・
惡
草
・
株
杌15
、
葵16
諸17
煩
惱
。
世
尊
、

21

我
今
身
有
調
牛
良
田
、
除
去
株
杌18
、
唯19
希20
如
來
甘

22

露
法
雨
譬
常
教
也
。
。
貧
四
姓
者
、
卽
我
身
是
、
貧
於
無
上

23

法
之
財
寶
。
唯21
願
哀
愍22
除
斷
我
等
貧
窮
困
苦
、
拯23

24

及
無
量
苦
惱
衆
生
。
我
今
所
供
、
雖
復
微
少
、
冀
得

25

充
足
、
如
來
大
衆
希
佛
神
力

令
得
充
足
。
。
我
今
無
主
、
無
親
無

26

歸
、
願
垂
矜
愍24
、
如
羅
睺
羅
觀
純
陀
之
請
、
意
有
兩
種
。

一
、
請
受
供
。
二
、
請
説
法
。
求

27
將
來
食
者
、
請
受
供
也
。

希
天
雨
者
、
請
説
法
也
。
。

28

爾
時
、
世
尊
一
切
種
智
・
無
上
調
御
告
純
陀
曰
、
善

29

哉
善
哉
。
我
今
爲
汝
、
除
斷
貧
窮
、
無
上
法
雨
、
雨
汝

30

身
田
、
令
生
法
牙25
許
施
其
常
、

是
爲
法
雨
。
。
汝
今
於
我
、
欲
求
壽

31

命
・
色
・
力26
・
安
・
無
礙
辨27
。
我
當
施
汝
、
常
・
命
・
色
・
力
・
安
・
無

32

礙28
辨
食
者
得
五
利
故
、

施
人
獲
五
果
。

。
何
以
故
。
純
陀
、
施
食
有
二
、
果

33

報
無
差
一
者
、
初
施
得
菩
提
。
二
者
、
後
施
入
涅
槃
。
施

因
不
同
、
故
云
二
也
。
倶
獲
常
果
、
是
則
無
差
。
。
何

34

等
爲
二
。
一
者
、
受
已
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

35
藐
音
彌

略
反
。
。
二
者
、
受
已
入
於
涅
槃
。
我
今
受
汝
最
後
供

36

養
受
不
擇
貴
、

示
平
等
也
。
、
令
汝
具
足
檀
波
羅
蜜
由
其
施
因
、

得
成
佛
果
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
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九

10

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

11

希
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
悕
＊
。

12

喩
…
「
南
本
注
」【
三
】
譬
＊
。

13

況
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
喩
。「
南
本
注
」【
三
】
喩
＝
譬
＊
。

14

鹵
…
「
北
本
注
」【
三
】
滷
＊
。

15

株
杌
…
「
南
本
」
荒
穢
。

16

喩
…
「
南
本
注
」【
三
】
譬
＊
。

17

諸
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
除
。「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
除
＝
諸
。

18

除
去
株
杌
…
「
南
本
」
耘
除
衆
穢
。

19

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

20

希
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
悕
＊
。

21

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

22

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

23

拯
…
「
北
本
注
」【
宮
】
極
。

24

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

25

牙
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
芽
。「
北
本
注
」【
宋
】【
宮
】
芽
＝
牙
。

「
南
本
注
」【
宋
】
芽
＝
牙
。

26

色
力
…
「
北
本
注
」【
宮
】
力
色
。

27

安
無
礙
辨
…
「
北
本
」
安
辯
、「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
安

辯
＝
安
樂
無
礙
辯
才
。「
南
本
」
安
樂
無
礙
辯
才
。

28

礙
…
「
南
本
」【
三
】
閡
＊
。



37
故
行
施
之
人
、

具
足
檀
度
。

。
爾
時
、
純
陀
卽
白
佛
言
、
如
佛
所
説
、
二

38

施
果
報
、
無
差
別
者
、
是
義
不
然
世
尊
以
二
施
田

等
。
純
陀
以
二
施

39
田
別
。
由
田
不

同
、
故
生
疑
也
。
。
何
以
故
。
先
受
施
者
、
煩
惱
未
盡
、
未
得

40

成
就
一
切
種
智
菩
提
樹
下
、
未
成
正
覺
。

故
知
初
施
、
非
勝
田
也
。
、
亦
未
能
令

41

衆
生
、
具
足
檀
波
羅
蜜
既
非
勝
田
、

熟
能
令
具
。
。
後
受
施
者
、
煩

42

惱
已
盡
、
已
得
成
就
一
切
種
智
、
能
令
衆
生
普
得

43

具
足
檀
波
羅
蜜
田
既
不
同
、

果
必
有
異
。
。
先
受
施
者
、
直29
是
衆

44

生
未
得
聖
果
。
。
後
受
施
者
、
是
天
中
天
諸
天
望
佛
、
猶
人
望

天
、
故
曰
天
中
天
也
。
。

45

先
受
施
者
、
是
雜
食
身
資
叚
食
故
。
30

・
煩
惱
之
身
煩
惱
所

依
故
。
・

46

是
後
邊
身
生
死
有

邊
故
。
・
是
無
常
身
有
生
滅
故
。
。
後
受
施

47

者
、
無
煩
惱
身
非
煩
惱

所
依
故
。
・
金
剛
之
身
不
可
壞
故
。
・
法
身
法性

48
身故
。
・
常
身
無
生
滅
故
。
・
無
邊
之
身
離
有
邊
故
。
。
云
何
而
言
、
二
施

49

果
報
等
無
差
別
初
施
非
佛
、
後
施
是
佛
。
佛
與
非
佛
、
二
果

不
同
、
云
何
説
言
、
二
因
之
報
、
等
無
異
也
。
。

50

先
受
施
者
、
未
能
具
足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波

51

羅
蜜
、
唯31
得
肉
眼
眼
非
是
肉
、
以
依

肉
成
、
故
云
肉
眼
。
、
未
得
佛
眼
此
眼

是
證

52
實
無
分

別
慧
也
。
乃
至
慧
眼
證
無
相

慧
也
。
。
後
受
施
者
、
已
得
具
足

53

檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
、
具
足
佛32
眼
乃
至

54

慧
眼
。
云
何
而
言
、
二
施
果
報
、
等
無
差
別
先
受
施

時
、
未
能

55
備
善
。
後
受
施
時
、
已
得
具
足
、

而
言
二
施
無
差
、
故
興
此
難
。

。
世
尊
、
先
受
施
者
、
受
已
食

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
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一
〇

29

直
…
「
南
本
」
猶
。

30

叚
…
假
。

31

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

32

佛
…
「
南
本
注
」【
三
】
肉
。



56

噉33
、
入
腹
消
化
、
得
命
得
色
、
得
力
得
安
、
得
無
礙34
辯
。

57

後
受
施
者
、
不
食
不
消
、
無
五
事
果
。
云
何
而
言
、
二

58

施
果
報
、
等
無
差
別
先
受
而
食
、
於
身
有
用
。
後
受
不
食
、

於
身
無
用
。
先
後
有
殊
、
理
在
無
惑
。

59
今
云
不
別
、
故

疑
難
生
焉
。

。

60

佛
言
、
善
男
子
、
如
來
已
於
無
量
無
邊
阿
僧
祇
劫
、

61

無
有
食
身
資
食
之
身
、

非
如
來
也
。
・
煩
惱
之
身
・
非35
後
邊
身
・
常

62

身
・
法
身
・
金
剛
之
身
。
善
男
子
、
未
見
佛
性
者
、
名
煩

63

惱
身
・
雜
食
之
身
・
是
後
邊
身
。
菩
薩
爾
時
、
受
飮
食

64

已
、
入
金
剛
三
昧
。
此
食
消
已
、
卽
見
佛
性
、
得
阿
耨

65

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
是
故
我
言
二
施
果
報
等
無

66

差
別
夫
見
性
者
、
乃
是
照
理
之
極
、
豈
可
以
食
身
而
見
之

乎
。
苟
見
食
身
、
則
知
非
實
、
今
昔
皆
爾
、
故
二
施
無
差
。
。

67

菩
薩
爾
時
、
破
壞
四
魔
、
今
入
涅
槃
、
亦
破
四
魔
、
是

68

故
我
言
、
二
施
果
報
等
無
差
別
成
佛
涅
槃
、
倶
破
四

魔
。
始
終
平
等
、
故
無

69
二也
。
。
菩
薩
爾
時
、
雖
不
廣
説
十
二
部
經
、
先
已
通
達
。

70

今
入
涅
槃
、
廣
爲
衆
生
分
別
演
説
。
是
故
我
言
、
二

71

施
果
報
等
無
差
別
説
與
不
説
、
但
爲
待
緣
。

久
已
通
達
、
故
云
不
異
。
。
善
男

72

子
、
如
來
之
身
、
已
於
無
量
阿
僧
祇
劫
、
不
受
飮
食

73
純
陀
以
五
事
有
殊
、
而
生
二
見
。
世
尊
以
五
事
果
同
、
説
爲
一
相
。

何
以
故
。
如
來
成
佛
已
無
量
劫
故
、
然
則
前
施
後
施
、
倶
是
化
佛
。

74
施
佛
不
殊
、

故
無
二
也

。
爲
諸
聲
聞
説
言
、
先
受
難
陀
・
難
陀
波
羅

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
一

33

噉
…
「
南
本
」
之
。

34

礙
…
「
南
本
注
」【
三
】
閡
＊
。

35

非
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
無
。



75

二
牧
牛
女
、
所
奉
乳
糜36
此
二
女
人
、
是
姉
妹
也
。
初
成
佛

時
、
受
女
人
施
。
臨
涅
槃
時
、
受
丈

76
夫
施
者
、
爲
表
内
外
二
德
也
。
内
德
如

女
、
取
其
順
柔
。
外
德
如
男
、
表
其
剛
正
。
。
然
後
乃
得
阿
耨

77

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
我
實
不
食
。
我
今
普
爲37
此38
會

78

大
衆
、
是
故
受
汝
最
後
所
奉
、
實
亦
不
食
樹
下
成
佛

是
権
。
不
食

79
後
施
是
實
。
権
實
雖

殊
、
而
不
食
一
也
。
。

80

爾
時
、
大
衆
聞
佛
所
言39
、
普
爲
大
會
、
將
受40
純
陀
、
最

81

後
供
養
、
歡
喜
踊
躍
、
同
聲
讚
言
、
善
哉
善
哉
、
希
有

82

純
陀
、
汝
今
立
字
、
名
不
虛
稱
。
言
純
陀
者
、
名
解
妙

83

義
。
汝
今
建
立
、
如
是
大
義
、
是
故
依
實
、
從
義
立
名
、

84

故
名
純
陀
今
所
解
義
、
契
昔
嘉
名
。

名
實
相
稱
、
故
共
讃
之
。
。
汝
今
見41
世
、
得
大

85

名
利
、
德
願
滿
足
昔
於
迦
葉
佛
時
、
發
斯
誓
願
。

今
得
最
後
供
養
、
故
云
満
足
。
。
甚
奇
、

86

純
陀
生
在
人
中
、
復
得
難
得
無
上
之
利
具
檀
之

利
、
爲
無

87
上也
。
。
善
哉
、
純
陀
。
如
優
曇
花
、
世
間
希
有
輪
王
出
世

此
花
乃
現
。
。

88

佛
出
於
世
、
亦
復
甚
難
、
値
佛
生
信
、
聞
法
復
難
。
佛

89

臨
涅
槃
、
最
後
供
養
、
能
辨42
是
事
復
難
。
於
是
南
無

90

純
陀
、
南
無
純
陀
南
無
此

言
歸
命
。
。
汝
今
已
具
檀
波
羅
蜜
、

91

猶
如
秋
月
十
五
日
夜
、
淸
淨
圓
滿
無
諸
雲
翳
、
一

92

切
衆
生
、
無
不
瞻
仰
。
汝
亦
如
是
、
而
爲
我
等
之
所

93

瞻
仰
。
佛
已
受
汝
最
後
供
養
、
令
汝
具
足
檀
波
羅

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
二

36

糜
…
「
北
本
注
」【
宋
】
麋
。

37

普
爲
…
「
北
本
」
爲
於
、「
北
本
注
」【
三
】
爲
於
＝
普
爲
。

38

此
…
「
南
本
」
作
。

39

所
言
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
世
尊
。

40

將
受
…
「
北
本
」
受
於
。「
南
本
」
哀
受
。

41

見
…
現
。「
北
本
｣・
｢南
本
」
現
。

42

辨
…
「
北
本
注
」【
宮
】
辦
。「
南
本
」
辦
。



94

蜜
。
南
無
純
陀
、
是
故
説
汝
如
月
盛
滿
、
一
切
衆
生

95

無
不
瞻
仰
。
南
無
純
陀
、
雖
受
人
身
、
心
如
佛
心
同以

96
大
悲
爲

心
也
。
。
汝
今
純
陀
、
眞
是
佛
子
、
如
羅
睺
羅
、
等
無

97

有
異
。
爾
時
、
大
衆
卽
説
偈
言
、

98

汝
雖
生
人
道
、
已
超
第
六
天
他
化
自
在
天
是
欲
界

頂
、
魔
王
波
旬
都
處
也
。

99
心
超
其
境
、

故
共
歎
之
。
、
我
及
一
切
衆
、
今
故
稽
首
、
請
人
中
最
勝

100

尊
、
今
當
入
涅
槃
、
汝
應
愍43
我
等
。
唯44
願
速
請
佛
、
久

101

住
於
世
間
、
利
益
無
量
衆
、
演
説
智
所
讚
、
無
上
甘

102

露
法
。
汝
若
不
請
佛
、
我
命
將
不
全
、
是
故
應
見
爲

103

稽
請
調
御
師
。
爾
時
、
純
陀
歡
喜
踊
躍
、
譬
如
有
人
、

104

父
母
卒
喪
、
忽
然
還
生45
承
聲
告
滅
、
事
同
卒
喪
。

聞
答
五
難
、
譬
如
劫
蘇
。
。
純

105

陀
歡
喜
、
亦
復
如
是
。
因46
起
禮
佛
、
而
説
偈
言
、

106

快
哉
獲
己
利
、
善
得
於
人
身
、
蠲
除47
貪
恚
等
蠲
音
古

玄
反
。
、

107

永
離
三
惡
道
。
快
哉
獲
己
利
、
遇48
得
金
寶
聚
、
値
遇

108

調
御
師
、
不
懼
墮
畜
生
。
佛
如
優
曇
花
、
値
遇
生
信

109

難
、
遇
已
種
善
根
、
永
滅49
餓
鬼
苦
、
亦
復
能
損
減
、
阿

110

修
羅
種
類
自
欣
見
佛
、

得
離
四
趣
。
。
芥
子
投
針
鋒
、
佛
出
難

111

於
彼50
、
我
以51
具
足
檀
、
廣
度
生
死
海52
。
佛
不
染
世
法
、

112

如
蓮
出
水
中53
。
善
斷
有54
頂
種
謂
三
有

之
頂
也
。
、
永
度
生

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
三

43

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

44

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

45

生
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
活
。

46

因
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
復
。

47

除
…
「
南
本
」
餘
。

48

遇
…
「
南
本
注
」【
明
】
愚
。

49

滅
…
「
北
本
」
離
。「
北
本
注
」【
三
】
離
＝
滅
。

50

彼
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
是
。

51

以
…
「
北
本
注
」【
三
】
已
＊
。「
南
本
注
」【
元
】【
明
】
已
。

52

廣
度
生
死
海
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
度
人
天
生
死
。

53

出
水
中
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
花
處
水
。

54

有
…
「
南
本
」
水
。



113

死
流
、
生
世
爲
人
難
、
値
佛
世
亦
難
。
猶
如
大
海
中
、

114

盲
龜
遇55
浮
孔
、
我
今
所
奉
食
、
願
得
無
上
報
。
一
切

115

煩
惱
結
、
摧
破
不
堅
牢56
。
我
今
於
此
處
、
不
求
天
人57

116

身
、
設
使
得
之
者
、
心
亦
不
甘
樂
。
如
來
受
供
養58
、
歡

117

喜
無
有
量
、
猶
如
伊
蘭
花
、
出
於
栴
檀
香
。
我
身
如

118

伊
蘭
、
如
來
受
我
供
、
如
出
栴
檀
香
、
是
故
我
歡
喜
。

119

我
今
得
見59
報
、
最
勝
上
妙
處
、
釋
梵
諸
天
等
、
悉
來

120

供
養
我
。
一
切
諸
世
間
、
悉
生
諸60
苦
惱
、
以
皆
知61
世

121

尊
、
欲
入
於
涅
槃62
、
高
聲
唱
是
言
、
世
間
無
調
御

122

不
應
捨
衆
生
、
應
視
如
一
子
。
如
來
在
僧
中
、
演
説

123

無
上
法
、
如
須
彌
寶
山
、
安
處
于
大
海
。
佛
智
能
善

124

斷
、
我
等
無
明
闇
、
猶
如
虛
空
中
、
起
雲63
得
淸
涼64
。
如

125

來
能
善
除65
、
一
切
諸
煩
惱
、
猶
如
日
出
時
、
除
雲
光

126

普
照
。
是
諸
衆
生
等
、
戀
慕
増
悲
慟66
、
皆
悉67
爲
生
死
、

127

苦
水
之
所
漂
。
以
是
故
世
尊
、
應
長
衆
生
信
、
爲
斷

128

生
死
苦
、
久
住
於
世
間
。

129

佛
告
純
陀
、
如
是
如
是
。
如
汝
所
説
、
佛
出
世
難
如

130

優
曇
花
、
値
佛
生
信
亦
復
甚
難
。
佛
臨
涅
槃
、
最
後

131

施
食
能
具
足
檀
、
又68
復
倍69
難70
。
汝
今
純
陀
、
莫
大
愁

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
四

55

遇
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
値
。

56

不
堅
牢
…
「
南
本
」
無
堅
固
。

57

天
人
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
人
天
。

58

供
養
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
我
供
。

59

見
…
現
。「
北
本
｣・
｢南
本
」
現
。

60

諸
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
大
。「
南
本
」
大
。

61

皆
知
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
知
佛
。

62

欲
入
於
涅
槃
…
「
南
本
」
今
欲
入
涅
槃
。

63

起
雲
…
「
南
本
」
雲
起
。

64

猶
如
〜
淸
涼
…
「
南
本
注
」【
宋
】〔
猶
如
虛
空
中
、
起
雲
得
淸
涼
〕

（
124
行
）
と
〔
猶
如
日
出
時
、
除
雲
光
普
照
〕（
125
〜
126
行
）
と
を

入
れ
替
え
る
。

65

除
…
「
北
本
注
」【
宮
】
斷
。

66

戀
慕
増
悲
慟
…
「
北
本
」
啼
泣
面
目
腫
。

67

皆
悉
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
悉
皆
。

68

又
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」〔
又
〕
欠
。

69

復
倍
…
「
北
本
注
」【
三
】
倍
復
。「
南
本
」
倍
復
。

70

難
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
甚
難
。



132

苦
、
應
生
踊
躍71
、
深72
自
慶
幸
、
得
値
最
後
供
養
如
來
、

133

成
就
具
足
檀
波
羅
蜜
。
不
應
請
佛
久
住
於
世
止所

134
請也
。
。
汝
今
當
觀
、
諸
佛
境
界
、
悉
皆
無
常
、
諸
行
性
相

135

亦
復
如
是
應
身
是
有
、
名
佛
境
界
。
随
化
示
滅
、
故
曰
無

常
。
五
蔭
遷
流
、
名
爲
諸
行
、
亦
同
佛
化
、
故
云

136
如是
。
。
卽
爲
純
陀
而
説
偈
言
、

137

一
切
諸
世
間
、
生
者
皆
歸
死
。
壽
命
雖
無
量
、
要
當

138

有
盡73
期74
。
壯
年
不
暫75
停
、
美76
色
病
能77
侵
。
命
爲
死
所

139

吞
、
世
法
無
常
住78
。
諸
王
得
自
在
、
威79
力
難80
等
雙
。
一

140

切
皆
遷
動81
、
壽
命
亦
如
是
。
衆
苦
輪
無
際
、
流
轉
不82

141

休
息
。
三
界
皆
無
常
、
諸
有
悉
非
樂83
。
此84
道
本
性
相
、

142

一
切
皆
空
無
求
其
性
相
、

不
可
得
故
。
。
可
壞
法
流
轉85
、
常
有
憂

143

患
等
。
恐
怖
諸
過
惡86
、
老
病
死
衰
惱
、
是
諸
無
有
邊

144
過
患
多
也
。
。
易
壞
怨
所
侵
、
煩
惱
相87
纏
裹
、
猶
如
蠶
處
繭
。

145

何
有
智
慧
者
、
而
當
樂
是
處
。
此
身
苦
所
集
、
一
切

146

皆
不
淨
。
扼88
縛
癰
瘡
等
扼
縛
況
煩
惱
、

癰
瘡
喩
苦
報
。
、
根
本
無
義

147

利
。
上
至
諸
天
身
、
亦
復
皆89
如
是
。
諸
欲
悉90
無
常
、
故

148

我
不
貪
著
。
離
欲
善
思
惟
、
而
證
於
眞
實91
。
究
竟
斷

149

有
者
、
今
日
當
涅
槃
有
謂
有
身
之
有
也
。
如
來
久
已
無
、

有
而
今
捨
身
、
此
明
非
滅
而
現
滅
也
。
。

150

我
度
有
彼
岸
度
三
有
之
河
、

至
涅
槃
之
岸
。
、
已
得
過
諸92
苦
、
是
故

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
五

71

生
踊
躍
…
「
南
本
」
當
歡
喜
。

72

深
…
「
北
本
」
喜
。

73

當
有
盡
期
…
「
北
本
」
必
當
有
盡
。「
南
本
」
必
有
終
盡
。

74

[盡
期
〕
と
〔
壯
年
〕
の
間
、「
北
本
｣・
｢南
本
」〔
夫
盛
必
有
衰
、

合
會
有
別
離
〕
有
り
。

75

暫
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
久
。

76

美
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
盛
。

77

能
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
所
。

78

世
法
無
常
住
…
「
北
本
」
無
有
法
常
者
。「
南
本
」
無
有
法
常
住
。

79

威
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
勢
。

80

難
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
無
。

81

動
…
「
南
本
」
滅
。

82

不
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
無
。

83

悉
非
…
「
北
本
」
無
有
。

84

此
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
有
。

85

轉
…
「
北
本
注
」【
宋
】
動
。

86

惡
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
患
。

87

相
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
所
。

88

扼
…
「
北
本
注
」【
三
】
軛
。

89

亦
復
皆
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
皆
亦
復
。

90

悉
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
皆
。

91

於
眞
實
…
「
南
本
」
眞
實
法
。

92

已
得
過
諸
…
「
南
本
」
出
過
一
切
。



151

於
今
日93
、
純94
受
上
妙
樂95
有
有
卽
有
苦
、
無
有
卽
無

苦
。
無
苦
之
極
、
是
名
妙
樂
。
。
以

152

是
因
緣
故
、
證
無
戲
論
邊
、
永
斷
諸
纏
縛
、
今
日
入

153

涅
槃
。
我
無
老
病
死
、
壽
命
不
可
盡
、
我
今
入
涅
槃

154

猶
如
大
火
滅
。
純
陀
汝
不
應
、
思
量
如
來
義
、
當
觀

155

如
來
常96
、
猶
如
須
彌
山
。
我
今
入97
涅
槃
、
受
於98
第
一

156

樂
、
諸
佛
法
如
是
既
有
化
生
、

理
宜
化
滅
。
、
不
應
復
啼99
哭
。

157

爾
時
、
純
陀
白
佛
言
、
世
尊
、
如
是
如
是
、
誠
如
聖
教100
。

158

我
今
所
有
智
慧
微
淺
、
猶
如
蚊
蚋101
、
何
能
思
議
如

159

來
涅
槃
深
奧
之
義
。
世
尊
、
我
今
已
與
諸
大
龍
象

160

菩
薩
摩
訶
薩
、
斷
諸
結
漏
文
殊
師
利
法
王
子
等
。

161

世
尊
、
譬
如
幼
年
初
得
出
家
習
道
未
久
名
曰
幼
年
。

始
悟
常
理
是
初
出
義
。
、

162

雖
未
具
戒102
卽
墮
僧
數
。
我
亦
如
是
。
以
佛
菩
薩
神

163

通
力
故
、
得
在
如
是
大
菩
薩
數
。
是
故
我
今
欲
請103

164

如
來
久
住
於
世
不
入
涅
槃
。
譬
如
飢
人
終
無
變
吐
、

165

唯104
願105
世
尊
、
亦
復
如
是
、
常
住106
於
世
、
不
入
涅
槃
飢渇

166
之
人
、
必
不
變
吐
。
喩
如

來
常
住
、
則
本
願
満
足
。
。

167

爾
時
、
文
殊
師
利
法
王
子
告
純
陀
言107
、
純
陀
汝
今

168

不
應
發
如
是
言
。
欲
請108
如
來
常
住
於
世
、
不
般
涅

169

槃
。
如
彼
飢
人109
無
所110
變
吐
。
汝
今
當
觀
諸
行
性
相

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
六

93

日
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
者
。「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
日
。

94

純
…
「
南
本
」
惟
。「
南
本
注
」【
三
】
唯
。

95

｢南
本
」〔
以
是
〕（
151
行
）
〜
〔
啼
哭
〕（
156
行
）
ま
で
を
欠
く
。

96

常
…
「
北
本
」
住
。「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
性
。（「
南
本
」

本
文
欠
）

97

入
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
正
。（「
南
本
」
本
文
欠
）

98

於
…
「
北
本
注
」【
三
】
持
。（「
南
本
」
本
文
欠
）

99

啼
…
「
北
本
注
」【
宋
】
涕
。（「
南
本
」
本
文
欠
）

100

教
…
「
南
本
注
」【
三
】
言
。

101

蚋
…
「
北
本
」
虻
。

102

具
戒
…
「
北
本
」
受
具
。

103

請
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
令
。

104

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

105

唯
願
…
「
北
本
」
願
使
。

106

住
…
「
南
本
注
」【
三
】
在
＊
。

107

言
…
「
南
本
注
」【
三
】
曰
。

108

請
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
使
。「
南
本
注
」【
三
】
令
。

109

人
…
「
北
本
注
」【
明
】
久
。

110

所
…
「
南
本
」
有
。



170
小
乘
法
中
、
以
佛
是
有
爲
諸
行
所
攝
。
若

觀
性
相
無
常
、
而
佛
色
身
終
歸
壞
滅
。

、
如
是
觀
行
具

171

空
三
昧
由
觀
無
常
、
知
法
無
性
、

故
能
具
足
空
三
昧
也
。

、
欲
求
正
法
應
如
是

172

學
汝
當
觀
行
無
常
無
性
無

相
、
不
應
勸
佛
久
住
於
世
。
。
純
陀
問
言
文
殊
師
利
、

173

夫
如
來
者
、
天
上
人
中
最
尊
最
勝
、
如
是
如
來
豈

174

是
行
耶
如
來
者
、
乘
如
實
來
。
所
乘
既

實
、
果
必
是
眞
、
故
非
行
也
。
。
若
是
行
者
、
爲

175

生
滅
法
天
人
之
行
是
行
。
世
尊
出
過
於
天
、
豈
同
諸
天

是
行
也
哉
。
若
是
行
者
、
便
爲
生
滅
、
非
正
行
也
。
。
譬

176

如
水
泡
速
起
速
滅
、
往
來
流
轉
、
猶
如
車
輪
。
一
切

177

諸
行
亦
復
如
是
。
我
聞
諸
天
壽
命
極
長
、
云
何
世

178

尊
是
天
中
天
、
壽
命
更
促
不
滿
百
年
非
想
之
天

壽
八
萬
劫
、

179
況
佛
之
命

而
不
長
也
。
如
聚
落
主
、
勢
得
自
在
、
以
自
在
力
、
能

180

制
他
人
。
是
人
福
盡
、
其
後
貧
賤
、
人
所
輕
蔑
、
爲
他

181

策
使
。
所
以
者
何
、
失
勢
力
故
。
世
尊
亦
爾
、
同
於
諸

182

行
。
同
諸
行
者
、
則
不
得
稱
爲
天
中
天
。
何
以
故
。
諸

183

行
卽
是
生
死
法
故
。
是
故
文
殊
、
勿
觀
如
來
、
同
於

184

諸
行
。

185

復
次
、
文
殊111
爲
知
而
説
、
不
知
而
説
不
知
而
説
是
爲

妄
語
。
若
必
知
常
、

186
則
不

應
説
。
、
而
言
如
來
同
於
諸
行
責
以
常
爲

無
常
也
。
。
設
復112
如

187

來
同
諸
行
者
、
則
不
得
言
於
三
界
中
、
爲
天
中
天

188

自
在
法
王
。
譬
如
人
王
況
衆

生
也
。
、
有
大
力
士
喩
如
來

也
。
言
衆

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
七

111

文
殊
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
文
殊
師
利
。

112

復
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
使
。



189
生
能
感
佛

出
世
故
。
其
力
當
千
、
更
無
有
能
降
伏
之
者
謂能

190
摧
四
魔
也
。
。
故
稱
此
人113
一
人
當
千
。
如
是
力
士
王
所
愛
念
、

191

偏
賜
爵
祿
封
賞
自
然
以
四
事

供
養
也
。
。
所
以
得
稱
當
千

192

人
者
、
是
人
未
必
力
敵
於
千
直114
、
以
種
種
技115
藝
所

193

能
勝
於116
千
故
、
故
稱
當
千
藝
謂
無
爲

功
德
也
。
。
如
來
亦
爾
、

194

降
煩
惱
魔
・
陰
魔
・
天
魔
・
死
魔
、
是
故
如
來
名
三
界

195

尊
、
如
彼
力
士
一
人
當
千
。
以
是
因
緣
、
成117
就
具
足

196

種
種
無
量
、
眞
實
功
德
、
故
稱
如
來
、
應118
正
遍
知
。
文

197

殊
師
利
、
汝
今
不
應
憶
想
分
別
、
以
如
來
法
同
於

198

諸
行
。
譬
如
巨
富
長
者
生
子
衆
生
感
佛
來
至

三
界
、
故
云
生
子
。
、
相

199

師
占
之
有
短
壽
相
文
殊
説
佛

是
無
常
也
。
。
父
母
聞
已
、
知
其

200

不
任119
紹
繼
家
嗣
家
謂
法
性
也
。
若
佛
非
有
爲
、
則
佛
從

法
性
家
生
、
是
法
眞
子
、
堪
任
紹
繼
法
、

201
王
家
也
。
若
是
有
爲
、
則
與
法
性

相
背
、
非
法
眞
子
、
故
曰
不
任
。
不
復
愛
重
、
親
如
芻

202

草120
。
夫
短
壽
者
、
不
爲
沙
門
婆
羅
門
等121
男
女
大
小

203

之
所
敬
念
。
若
使
如
來
同
諸
行
者
、
亦
復
不
爲
一

204

切
世
間
人
天
衆
生
之
所
奉
敬
。
如
來
所
説
不
變

205

不
異
眞
實
之
法
、
亦
無
受
者
唯
證
乃

悟
耳
。
。
是
故
文
殊122
、

206

不
應
説
言
、
如
來
同
於
一
切
諸
行
。
復
次
文
殊123
、
譬

207

如
貧
女
、
無
有
居
家
救
護
之
者
女
況
行
人
也
。
闕
之
妙

理
、
喩
無
居
家
、
遠
離
、

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
八

113

人
…
「
南
本
」
士
。

114

直
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
但
。

115

技
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
伎
。「
南
本
注
」【
元
】【
明
】
技
＊
。

116

能
勝
於
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
能
能
勝
。

117

成
…
「
南
本
」
或
。

118

應
…
「
南
本
注
」【
三
】
應
供
。

119

任
…
「
北
本
注
」【
宮
】
住
。

120

親
如
芻
草
…
「
北
本
」
視
如
芻
草
。「
南
本
」
視
之
如
草
。

121

等
…
「
南
本
注
」【
三
】〔
等
〕
欠
。

122

文
殊
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
文
殊
師
利
＊
。

123

文
殊
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
文
殊
師
利
＊
。



208
善
人
、
非

有
救
護
。
。
加
復
病
苦
、
飢
渴
所
逼124
煩
惱
是
病
苦
、

無
法
爲
飢
渇
。
、
遊

209

行
乞
丐125
丐
亦
乞
也
。
尋
師

請
道
、
行
乞
之
象
。
、
止
他
客
舍
夫
教
有
權
拪
之

義
故
、
以
大
乗
方

210
諸
逆
旅
。 126
、
寄
生
一
子
起
解
名
生
、

紹
佛
爲
子
。
。
是
客
舍
主
謂
化
佛
也
。
、
驅
逐

211

令
去
教
之
捨
鈴

令
求
實
故
。
。
其
產
未
久127
入
理
不

深
也
。
、
携
抱
是
兒
、
欲

212

至
他
國
持
解
喩
携
。
抱
廻
向
名
。
欲

至
將
趣
、
佛
果
爲
他
國
。

。
於
其
中
路
、
遇
惡
風

213

雨
、
寒
苦
並
至
正
修
行
時
、
名
爲
中
路
。
觸
對
塵
境
、

是
遇
風
雨
。
起
惡
招
報
、
名
寒
苦
也
。
。
多

214

爲
蚊
虻
・
蜂
蠍128
・
毒
蟲
之
所
唼129
食
唼
食
況
惡

友
害
善
也
。
。
經130
由

215

恒
河
、
抱
兒
厲
渡131
、
其
水
漂
疾
漂
音
、
偏

妙
反
。

、
終132
不
放
捨

216
中
遇
二
乘
、
況
經
恒
河
。
持
解
求
出
、
喩
抱
兒
渡
。

爲
小
所
勸
、
名
水
漂
疾
。
守
解
莫
從
、
如
不
放
捨
。
。
於
是
母
子

217

遂
共
俱
沒
以
身
殉
法
、

倶
没
之
状
。
。
如
是
女
人
慈
念
功
德
、
命
終

218

之
後
、
生
於
梵
天
慈
念
況
護
法
、

梵
天
喩
解
脈
。
。
文
殊
師
利
、
若
有

219

善
男
子
、
欲
護
正
法
、
勿
説
如
來
同
於
諸
行
、
不
同

220

諸
行
應
化
二
身
、
有
常
無
常
、
蓋
諸
佛
方
便
利
生
之
教
也
。

若
説
同
諸
行
、
是
違
常
教
。
若
説
不
同
諸
行
、
違
無
常
。

221
教
護
正
法
、
人
不
當

説
、
言
同
不
同
也
。
。
唯133
當
自
責
、
我
今
愚
癡
、
未
有
慧

222

眼134
。
如
來
正
法
不
可
思
議
、
是
故
不
應
宣
説
。
如
來

223

定
是
有
爲
、
定
是
無
爲
方
便
是
有
爲
、
眞
諦
是
無

爲
。
二
法
相
依
、
不
可
言
定
。
。
若

224

正
見
者
、
應
説
如
來
定
是
無
爲
談
眞
、
不

言
俗
也
。
。
何
以
故
。

225

能
爲
衆
生
生
善
法
故
、
生
憐
愍135
故
。
如
彼
貧
女
在

226

於
恒
河
、
爲
愛
念
子
而
捨
身
命
。
善
男
子
、
護
法
菩

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

一
九

124

逼
…
「
南
本
注
」【
宋
】（
稫
－
禾
＋
彳
）。

125

丐
…
「
南
本
」
匃
。

126

逆
…
『
注
涅
槃
経
』
で
は
阿
、
逆
の
異
体
字
。

127

其
產
未
久
…
「
南
本
」
欠
。

128

蠍
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
螫
。

129

唼
…
「
北
本
注
」【
宋
】
噆
。

130

經
…
「
北
本
注
」【
宮
】
逕
。

131

厲
渡
…
「
北
本
」
而
度
。「
南
本
」
而
渡
。「
南
本
注
」【
三
】
渡
＝

度
。

132

終
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
而
。

133

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

134

未
有
慧
眼
…
「
北
本
注
」【
三
】
無
有
慧
目
、【
宮
】
未
有
慧
目
。

135

憐
愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憐
憫
心
。



227

薩
亦
應
如
是
、
寧
捨
身
命
、
不
説
如
來
同
於
有
爲

228
説
同
有
爲
、

是
謗
佛
也
。
、
當
言
如
來
同
於
無
爲
。
以
説
如
來
同
無

229

爲
、
故
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
如
彼
女
人
得

230

生
梵
天
女
以
慈
故
、
生
天

人
、
以
不
謗
得
解
。
。
何
以
故
、
以
護
法
故
。
云
何

231

護
法
、
謂
説136
如
來
同
於
無
爲
。
善
男
子
、
如
是
之
人

232

雖
不
求
解
脱
、
解
脱
自
至
。
如
彼
貧
女
不
求
梵
天
、

233

梵
天
自
至137
。

234

文
殊
師
利
、
如
人
遠
行
中
路
疲
極
起
修
長
久
、
是
曰

遠
行
。
以
中
廢
故
、

235
名
爲
疲

極
。

、
寄
止
他
舍
退
住
小
乘
、
名
爲
寄
止
。

二
乘
所
居
、
是
爲
他
舎
。
、
臥
寐
之
中

236
喩
大
解

未
發
也
。
、
其
室
忽
然
大
火
卒
起
火
況
無
常
也
。
聞
説
無

常
焼
諸
世
間
、
義
同
卒
起
。
、

237

卽
時
驚
寤138
尋
自
思
惟
覺
知
無
常
、
爲
驚
寤
。

漸
識
權
教
、
名
思
惟
。
。
我

238

於
今
者
、
定
死
無
惑139
憂
慮
佛
身
、
爲
權
教

所
隠
、
故
言
必
死
。
、
具
慚
愧

239

故
、
以
衣
纏
身
佛
現
無
常
、
有
類
身
醜
、
恥
佛
無
常
、
故

名
慚
愧
。
説
佛
眞
常
、
隠
佛
無
常
、
是
曰

240
纏身
。
。
卽
便
命
終
護
心
至
死
、

名
爲
終
也
。
、
生
忉
利
天
須
彌
山
上
有

三
十
二
天
。
爲
、

241
忉
利
天
王
之
輔
臣
。
今
言
生

忉
利
者
、
喩
得
三
十
二
相
也
。
從
是
已140
後
、
滿
八
十
反141
作
大

242

梵
王
況
得
八
十

種
好
也
。
、
滿
百
千
世
生
於
人
中
、
爲
轉
輪
王

243
百
千
譬
壽
。
無
量
輪

王
況
不
共
功
德
。

。
是
人
不
復
生
三
惡
趣
不
生
喩

證
常
。
三

244
惡
譬

流
轉
。
、
展
轉
常
生
安
樂
之
處
無
爲
常
果

是
安
處
也
。
。
以
是

245

緣
故
、
文
殊
師
利
、
若
善
男
子
有
慚
愧
者
、
不
應
觀

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
〇

136

謂
說
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
所
謂
説
言
。

137

至
…
「
南
本
」
應
。

138

寤
…
「
北
本
注
」【
宮
】
悟
。

139

無
惑
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
不
疑
。「
北
本
注
」【
三
】
不
＝
無
。

140

已
…
「
北
本
注
」【
宋
】
以
。

141

反
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
返
。「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
返
＝
反
。



246

佛
同
於
諸
行
遇
火
之
人
、
愧
身
醜
惡
、
以
衣
覆
體
、
命
終

生
天
。
護
法
之
人
、
不
説
如
來
、
同
於
諸
行
、
。

247
故
得
解
脱
。
。
文
殊
師
利
、
外
道
邪
見
可
説
、
如
來
同
於
有

248

爲
。
持
戒
比
丘
、
不
應
如
是
、
於
如
來
所
、
生
有
爲
想

249
比
丘
之
人
、
是
佛
弟
子
、

不
應
師
處
、
起
生
滅
心
。
。
若
言
如
來
是
有
爲
者
、
卽
是

250

妄
語
。
當
知
是
人
死
入
地
獄
、
如
人
自
處
於
己
舍

251

宅
因
既
不
善
、
果
是
地
獄
。

此
道
必
然
、
如
入
己
宅
。
。
文
殊
師
利
、
如
來
眞
實
是

252

無
爲
法
。
不
應
復
言
、
是
有
爲
也
。
汝
從
今
日
、
於
生

253

死
中
、
應
捨
無
智142
、
求
於
正
智
當
捨
生
滅
之
心
、

而
觀
實
相
常
法
。
。
當
知

254

如
來
卽
是
無
爲
。
若
能
如
是
觀
如
來
者
、
當
得
具

255

足143
三
十
二
相
、
速
疾
成
就144
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

256

提
文
殊
説
佛
無
常
、
以
權
道
除
常
也
。
純
陀
説
佛
常

住
、
以
實
智
除
無
常
也
。
二
倶
利
益
、
両
義
無
傷
。
。

257

爾
時
、
文
殊
師
利
法
王
子
讚
純
陀
言
、
善
哉
善
哉

258
歎
其
深

解
也
。
。
善
男
子
、
汝
今
已
作
長
壽
因
緣
、
能
知
如

259

來
是
常
住
法
、
不
變
異
法
、
無
爲
之
法
。
汝
今
如
是

260

善
覆
如
來
有
爲
之
相145
、
如
被146
火
人
爲
慚
愧
故
、
以

261

衣
覆
身
。
由147
是
善
心
、
生
忉
利
天
、
復
爲
梵
王
轉
輪

262

聖
王
、
不
至148
惡
趣
常
受
安
樂
。
汝
亦
如
是
善
覆
如149

263

殊
師
利
言
、
如
來
於
汝
及
以
於
我150
一
切
衆
生
、
皆

264

悉
悅
可
視
同
一

子
故
。
。
純
陀
答
言
、
汝
不
應
言
如
來
悅

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
一

142

智
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
知
。「
南
本
」
知
。

143

當
得
具
足
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
具
足
當
得
。

144

速
疾
成
就
…
「
南
本
」
疾
成
。

145

相
…
「
北
本
」【
宮
】
想
。

146

被
…
「
北
本
」
彼
「
北
本
注
」【
三
】
彼
＝
被
。

147

由
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
以
。

148

至
…
「
南
本
注
」【
明
】
知
。

149

『註
涅
槃
経
』
は
「
善
覆
如
」
以
降
「
來
有
為
相
故
〜
一
切
衆
生
。

文
」（「
北
本
」
三
七
四
頁
中
段
二
十
三
行
か
ら
下
段
十
四
行
ま
で
、

「
南
本
」
六
一
四
頁
上
段
十
六
行
か
ら
中
段
八
行
）
ま
で
の
文
が

脱
落
。

150

於
我
…
「
南
本
」
我
等
。



265

可
除
悦
執
也
。
。
夫
悅
可
者
、
則
是
倒
想
有
悦
可
想

是
名
顚
倒
。
。
若
有

266

倒
想
卽151
是
生
死
。
有
生
死
者
、
卽
有
爲
法
。
是
故
文

267

殊
、
勿
謂
如
來
是
有
爲
也
此
擧
果
以

除
因
執
。
。
若
言
如
來

268

是
有
爲
者
、
我
與
仁
者
俱
行
顚152
倒
若
執
權
爲
實
、

是
則
與
仁
倶

269
行
倒
妄
。
。
文
殊
師
利
、
如
來
無
有
愛
念
之
想
教
離
分

別
也
。
。
夫

270

愛
念
者
、
如
彼
母153
牛
、
愛
念
其
子
。
雖
復
飢
渴
、
行
求

271

水
草
、
若
足
不
足
倏
爾154
還
歸
。
諸
佛
大
慈155
無
有

272

是
念
、
等
視
一
切
如
羅
睺
羅
非
如
母
牛

獨
念
其
子
。
。
如
是
念
者
、

273

卽
是
諸
佛
智
慧
境
界
無
愛
念
、
觀
眞
也
。
等
視
一
切

緣
俗
也
。
眞
俗
雙
觀
、
是
佛

274
慧境
。
。
文
殊
師
利
、
譬
如
國
王
、
調
御
駕
駟
、
欲
馳156
驢

275

乘157
、
而158
及
之
者
、
無
有
是
處
。
我
與
仁
者
、
亦
復
如
是
。

276

欲
盡
如
來
、
微
密
深
奧
、
亦
無
是
處
。
文
殊
師
利
、
如

277

金
翅
鳥
鳥
況
法

身
也
。
飛
昇159
虛
空
、
無
量
由
旬
喩
淨
土
也
。
下

278

觀
大
海
海
譬
生

死
也
。
、
悉
見
水
性
魚
鼈
黿
黿
音
魚

袁
反
。

279

鼉
徒
多

反
。
龜
龍
之
屬
喩
見
六
道

衆
生
也
。
、
及
見
己
影
反
視

化
身

280
現
於

三
界
。
如
於
明
鏡
、
見
諸
色
像
眞
俗
倶

鑒
也
。
。
凡
夫
少
智
、

281

不
能
籌
量
、
如
是
所
見
。
我
與
仁
者
亦
復
如
是
。
不

282

能
籌
量
如
來
智
慧
。
文
殊
師
利
語
純
陀
言
、
如
是

283

如
是
如
汝
所
説
。
我
於
此
事
非
爲
不
達
、
直
欲
試

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
二

151

卽
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
則
。

152

顛
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

153

母
…
「
北
本
注
」【
宋
】
乳
。「
南
本
」
乳
。

154

倏
爾
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
忽
然
。

155

大
慈
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
世
尊
。

156

馳
…
「
北
本
」
令
。

157

乘
…
「
北
本
」
車
。

158

而
…
「
南
本
」
令
。

159

飛
昇
…
「
北
本
注
」【
宋
】
昇
於
。



284

汝
諸
菩
薩
事
我
今
説
佛
同
諸
行
者
、
非
是
不

了
。
將
試
新
學
之
人
、
故
作
是
説
。
。
爾
時
、

285

世
尊
從
其
面
門
出
種
種
光
佛
自
催

供
也
。
、
其
光
明
曜

286

照
文
殊
身
。
文
殊
師
利
、
遇
斯
光
已
、
卽
知
是
事
、
尋

287

告
純
陀
、
如
來
今
者
、
現
是
瑞
相
、
不
久
必
當
入
於

288

涅
槃
。
汝
先
所
設
最
後
供
養
、
宜
時
奉
獻
佛
及
大

289

衆
。
純
陀
當
知
、
如
來
放
是
種
種
光
明
、
非
無
因
緣
。

290

純
陀
聞
已
、
情160
咽161
默
然
。
佛
告
純
陀
、
汝
所
奉
施
佛

291

及
大
衆
、
今
正
是
時
。
如
來
不
久162
當
般
涅
槃
。
第
二

292

第
三
亦
復
如
是
將
因
食
起
化

故
促
之
也
。
。
爾
時
、
純
陀
聞
佛

293

語
已
、
舉
聲
啼163
哭
、
鳴164
咽165
而
言
、
苦
哉
苦
哉
、
世
間
空

294

虛
。
復
白
大
衆
、
我
等
今
者
一
切
、
當
共
五
體
投
地
、

295

同
聲
勸
佛
、
莫
般
涅
槃
恐
一
人
之
誠
、
不
能
感
佛
、

故
白
大
衆
、
同
共
請
住
。

。
爾
時
、

296

世
尊
復
告
純
陀
、
汝
莫
啼
哭
自
撓
其
心166
亂
心
迷

道
故
止

297
之也
。
。
當
觀
是
身
猶
如
芭
蕉
不
堅
牢
也
。
、
熱
時
之
燄167
體
無
實
也
。
、

298

水
沫168
不
可

搏
也
。
、
幻
化
無
不

空
也
。
乾
闥
婆
城
望
之
似
有
、

卽
之
實
無
。
、
坏169

299

器
言
不

固
也
。
、
電
光
出
已

便
没
。
、
亦
如
畫
水
、
臨
死
之
囚
、
熟
菓170
、

300

叚171
肉
勢
不

全
也
。
、
如
織
經
盡
如
碓
上
下
。
當
觀
諸
行
、
猶

301

雜
毒
食
有
爲
之
法
、
多
諸
過
患
。
於
是
純
陀
復
白

302

佛
言
、
如
來
不
欲
久
住
於
世
、
我
當
云
何
而
不
啼

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
三

160

情
…
「
南
本
」
悲
。

161

咽
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
塞
。

162

不
久
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
正
爾
。

163

啼
…
「
南
本
注
」【
三
】
號
。

164

鳴
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
悲
。

165

咽
…
「
北
本
注
」【
三
】
噎
。「
南
本
注
」【
元
】【
明
】
噎
。

166

汝
莫
啼
哭
自
撓
其
心
…
「
北
本
」
莫
大
啼
哭
令
心
顦
悴
。「
北
本

注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
顦
＝
憔
。「
南
本
」
莫
大
啼
哭
自
亂
其
心
。

167

燄
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
炎
。

168

沫
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
泡
。「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
泡
＝
沫
。

「
南
本
注
」【
三
】
泡
＝
沫
。

169

坏
…
「
北
本
注
」【
宋
】
杯
。

170

菓
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
果
。

171

叚
…
假
。「
北
本
｣・
｢南
本
」
段
。



303

哭172
。
苦
哉
苦
哉
、
世
間
空
虛
、
唯173
願
世
尊
、
憐174
愍175
我
等

304

及
諸
衆
生
、
久
住
於
世
、
勿
般
涅
槃
。
佛
告
純
陀
、
汝

305

今
不
應
發
如
是
言
、
憐176
愍177
我
故
、
久
住
於
世
。
我
以

306

憐178
愍179
汝
及
一
切
、
是
故
今180
欲
入
於181
涅
槃
久
住
則
不

生
難
逢

。

307
之想
。
何
以
故
、
諸
佛
法
爾
衆
生
不
知
身
之
過
患
、
有
爲

無
常
。
今
示
般
涅
槃
、
令
解
斯

308
義
、
故
云

法
爾
。

、
有
爲
亦
然
。
是
故
諸
佛
、
而
説
偈
言182
、

309

有
爲
之
法
、
其
性
無
常
、
生
已
不
住
、
寂
滅
爲
樂

310
上
言
生
死
之
患
、
教
之
令
離
。

今
説
涅
槃
之
樂
、
勸
之
令
求
。
。

311

純
陀
、
汝
今
當
觀
一
切
、
行
雜
諸
法
、
無
我
無
常
、
不

312

住
此
身
、
多
有
無
量
過
患
、
猶
如
水
泡
。
是
故
汝
今

313

不
應
啼
泣
住
無
益
也
。
。
爾
時
、
純
陀
復
白
佛
言
、
如
是
如

314

是
、
誠
如
尊
教
。
雖
知
如
來
方
便
示
現
、
入
於
涅
槃
、

315

而
我
不
能
不
懷
苦183
惱
。
今184
自
思
惟
、
復
生
慶
悅
以聞

316
滅
故
致
憂
。
許

受
供
故
欣
悦
。
。
佛
讚
純
陀
、
善
哉
善
哉
、
能
知
如
來

317

示
同
衆
生
、
方
便
涅
槃
。
純
陀185
、
汝
今
當
聽
、
如
娑
羅

318

娑
鳥
随
陽
之
鳥
也
。
若

此
方
、
鴻
鷹
之
属
。
、
春
陽
之
月
、
皆
共
集
彼
阿

319

耨
達
池
四
河
之

源
也
。
。
諸
佛
亦
爾
、
皆
至
是
處
況
引
根

熟
之
人
、

320
同
入
涅

槃
之
海
。
。
純
陀
、
汝
今
不
應
思
惟
、
諸
佛
長
壽
短
壽

321
化
佛
之
身
、
随
衆
生
機
。
有
緣
則
現
、
緣
盡
則
滅
。
此
乃

由
機
、
而
不
由
壽
。
今
現
涅
槃
、
不
應
思
量
、
壽
與
不
壽
。
。
一
切

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
四

172

哭
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
泣
。「
南
本
注
」【
三
】
泣
＝
哭
。

173

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

174

憐
…
「
南
本
注
」【
三
】
哀
。

175

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

176

憐
…
「
南
本
」
哀
。

177

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

178

憐
…
「
南
本
」
哀
。

179

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

180

今
…
「
南
本
」
今
日
。

181

於
…
「
南
本
」〔
於
〕
欠
。

182

偈
言
…
「
北
本
注
」【
宋
】
是
偈
。「
南
本
」
是
偈
。

183

苦
…
「
北
本
注
」【
三
】
憂
。「
南
本
」
憂
。

184

今
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
覆
。

185

純
陀
…
「
南
本
注
」【
三
】〔
純
陀
〕
欠
。



322

諸
法
、
皆
如
幻
相
示
滅
示
生
、

同
幻
同
化
。
、
如
來
在
中
、
以
方
便

323

力
、
無
所
染
著
不
染
於
生
、

不
著
於
滅
。
。
何
以
故
、
諸
佛
法
爾
。
純

324

陀
、
我
今
受
汝
所
獻
供
養
、
爲
欲
令
汝
度
於186
生
死

325

諸
有
流187
故
。
若
諸
人
天
於
此
最
後
供
養
我
者
、
悉

326

皆
當
得
不
動
果
報
、
常
受
安
樂
以
最
後
施
、

故
能
得
之
。
。
何
以

327

故
、
我
是
衆
生
良
福
田
故
能
生
佛
果
、

喩
以
良
田
。
。
汝
若
復
欲

328

爲
諸
衆
生
作
福
田
者
、
速
辦
所
施
、
不
宜
久
停
汝今

329
施
者
、
具
檀
波
羅
蜜
、
能

爲
衆
生
之
大
福
田
也
。

。
爾
時
、
純
陀
爲
諸
衆
生
得
度

330

脱
故
低
頭
飮188
淚
將
辨
施
供
故
先
飮

淚
、
而
後
辭
其
不
敏
。
、
而
白
佛
言
。
善

331

哉
世
尊
、
我
若
堪
任
爲
福
田
者189
、
則
能
了
知
如
來

332

涅
槃
及
非
涅
槃
。
我
等
今
者
及
諸
聲
聞
・
緣
覺
、
智

333

慧
猶
如
蚊
蟻190
、
實
不
能
量
如
來
涅
槃
及
非
涅
槃

334
入
與
不
入
之
機
、
惟
佛
所

了
。
我
識
微
浅
故
、
不
能
量
。
。

335

爾
時
、
純
陀
及
其
眷
屬
、
秋191
憂
啼
泣
、
圍
繞192
如
來
、
燒

336

香
散
花
、
盡
心
敬
奉
。
尋
與
文
殊
、
從
座
而
去
、
供
辨

337

食
具
純
陀
不
閑
獻
、
則
是

故
文
殊
與
之
同
去
。
。
其
去
未
久193
、
是
時
此
地
、
六

338

種
震
動
、
乃
至
梵
世
、
亦
復
如
是
梵
、
此
言
淨
。
乃
至
有

頂
、
皆
名
爲
梵
。
今
之
。

339
一
動
、
偏
種

三
界
也
。

。
地
動
有
二
、
或
有
地
動
、
或
大
地
動
。
小
動

340

者
、
名
爲
地
動
。
大
動
者
、
名
大
地
動
。
有
小
聲
者
、
名

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
五

186

於
…
「
南
本
」
脱
。

187

流
…
「
南
本
」
漏
。「
南
本
注
」【
三
】
漏
＝
流
。

188

飮
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】﹇
扌
＋
丈
﹈。

189

者
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
時
。

190

蟻
…
「
南
本
」
蚋
。

191

秋
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
愁
。

192

繞
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
遶
。

193

食
具
其
去
未
久
…
「
南
本
」
食
具
／
大
般
涅
槃
經
哀
歎
品
第
三
／

純
陀
去
已
未
久
之
頃
。「
南
本
注
」【
明
】〔
大
般
涅
槃
經
〕
欠
。



341

曰
地
動
。
有
大
聲
者
、
名
大
地
動
。
獨
地
動
者
、
名
曰

342

地
動
。
山
河
樹
木
及
大
海
水194
一
切
動
者
、
名
大
地

343

動
。
一
向
動
者
、
名
曰
地
動
。
周
迴
旋
轉
、
名
大
地
動
。

344

動
、
名
地
動
。
動
時
能
令
衆
生
心
動
、
名
大
地
動
。
菩

345

薩
初
從
兜
率
天
下
閻
浮
提
時
、
名
大
地
動
。
從
初

346

生
出
家
、
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
轉
於
法
輪

347

及
般
涅
槃
、
名
大
地
動
。
今
日
如
來
將
入
涅
槃
、
是

348

故
此
地
如
是
大
動
此
語
當
是
佛
説
。
集

經
之
人
、
記
之
略
耳
。
。
時
諸
天
龍
・

349

乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
樓195
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
及

350

非
人
、
聞
是
語
已
、
身
毛
皆
豎
、
同
聲
哀
泣
、
而
説
偈

351

言
、

352

稽
首
禮
調
御196
、
我
等
今
勸
請
。
若197
離
於
人
仙
、
無
能

353

救
護
者198
。
今
見
佛
涅
槃
、
我
等
沒
苦
海
。
愁
憂
懷
悲

354

惱199
、
猶
如
犢
失
母200
。
拪
遑
無
所
託201
、
有202
若
困
病
人
。
無

355

醫
隨
自
心
、
食
所
不
應
食
。
衆
生
煩
惱
病
、
常
爲
諸

356

見
害
。
遠
離
法
醫
師203
、
服
食
邪
毒
藥
。
由
是
大
醫

357

王204
、
不
應
見
捨
離205
。
如
國
無
君
主206
、
人
民
皆
飢
餓207
。

358

我
等
亦
如
是
、
失
蔭208
及
法
味
。
今
聞
佛
涅
槃
、
我
等

359

心
迷
亂
。
如
彼
大
地
動
、
迷
失
諸
方
所209
。
大
仙
入
涅

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
六

194

山
河
樹
木
及
大
海
水
…
「
南
本
」
山
林
河
海
。

195

迦
樓
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
迦
樓
羅
。

196

禮
調
御
…
「
南
本
」
調
御
師
。

197

若
…
「
北
本
」
違
。「
南
本
」
遠
。「
南
本
注
」【
三
】
遠
＝
違
。

198

無
能
救
護
者
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
永
無
有
救
護
。「
北
本
注
」

【
三
】【
宮
】
永
＝
故
。

199

愁
憂
懷
悲
惱
…
「
南
本
」
悲
戀
懷
憂
惱
。

200

猶
如
犢
失
母
…
「
南
本
」
如
犢
失
其
母
。

201

拪
遑
無
所
託
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
貧
窮
無
救
護
。

202

有
若
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
猶
如
。

203

師
…
「
南
本
」
王
。

204

由
是
大
醫
王
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
是
故
佛
世
尊
。

205

捨
離
…
「
南
本
」
遺
捨
。

206

主
…
「
北
本
注
」【
宮
】
王
。

207

餓
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
饉
。「
南
本
」
饉
。

208

蔭
…
「
北
本
注
」【
宋
】
陰
。

209

諸
方
所
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
於
諸
方
。



360

槃
、
佛
日
墜
於
地
。
法
水
悉
枯
涸
、
我
等
無
所
歸210
。
如

361

來
般
涅
槃
、
衆
生
皆
憂
顇211
。
譬
如
有
長
者212
、
新
喪
其213

362

父
母
。
如
來214
入
涅
槃
、
必
若215
不
還
者
、
我
等
及
衆
生
、

363

悉
無
有
救
護
。
如
來
入
涅
槃
、
乃
至
諸
畜
生
、
一

364

切
皆
愁
怖
、
苦
惱
燋216
其
心
。
我
等
於
今
日217
、
云
何
不

365

愁
惱
。
如
來
見
放
捨
、
猶
如
棄
洟218
唾
。
譬
如
日
初
出
、

366

光
明
甚
暉
燄219
、
既
能
還
自
照
、
亦
滅
一
切
闇
。
世
尊

367

之
光
明220
、
能
除
我
煩221
惱
、
處
於222
大
衆
中
、
譬
若223
須
彌

368

山
。
世
尊
、
喩224
如
國
王
生
育
諸
子
禀
教
生
也
。
形
貌
端

369

正
喩
正
見
也
。
、
心
常
愛
念
、
先
教
技225
藝
謂
戒
定

慧
也
。
、
悉
令
通

370

利
、
然
後
以
之
、
付
旃
陁
羅226
旃
陁
羅
、
此
言
執

惡
、
況
死
魔
也
。
。
世
尊
、
我

371

等
今
日
爲
法
王
子
、
蒙
佛
教
誨
已227
具
正
見
、
願
莫

372

放
捨
。
如
其
放
捨
則
同
王
子
。
唯228
願
久
住
、
不
入
涅

373

槃
。
世
尊
、
譬
如
有
人
善
學
諸
論
、
復
於
此
論
而
生

374

怖
畏
先
學
是
智
、

後
怖
是
愚
。
。
如
來
亦
爾
、
通
達
諸
法
、
而
於
諸

375

法
、
復
生
怖
畏
似
畏
法

深
也
。
。
若
使
如
來
久
住
於
世
、
説

376

甘
露
味
、
充
足
一
切
。
如
是
衆
生
、
則
不
復
畏
墮
於

377

地
獄
。
世
尊
、
譬
如
有
人
初
學
作
務
喩
佛
初
發
心

時
、
誓
度
衆
生
也
。
、

378

爲
官
所
收
衆
生
感

佛
故
。
、
閉
之
囹
圄
囹
圄
姫
周
之
獄
名
也
。

佛
以
感
化
俯
入
三
界
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
七

210

無
所
歸
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
定
當
死
。

211

皆
憂
顇
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
極
苦
惱
。

212

有
長
者
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
長
者
子
。

213

其
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
於
。

214

｢南
本
注
」【
元
】【
明
】、〔
如
來
〕
〜
〔
其
心
〕
ま
で
の
四
十
字

と
、〔
我
等
〕
〜
〔
涕
唾
〕
ま
で
の
二
十
字
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
。

215

必
若
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
如
其
。

216

燋
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
焦
。

217

日
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
者
。

218

洟
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
涕
。「
北
本
注
」
涕
＝
洟
。

219

燄
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
炎
。

220

世
尊
之
光
明
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
如
來
神
通
光
。

221

煩
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
苦
。

222

處
於
…
「
北
本
」
虛
在
、「
南
本
」
處
在
。

223

若
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
如
。

224

喩
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
譬
。

225

技
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
伎
。

226

以
之
付
旃
陁
羅
…
「
北
本
」
將
付
魁
膾
令
殺
、「
南
本
」
棄
之
付

旃
陁
羅
。

227

已
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
以
。「
北
本
注
｣・
｢南
本
注
」【
三
】
以

＝
已
。

228

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。



379
故
況
之

以
閑
。
。
有
人
問
之
、
汝
受
何229
事
人
謂
善

知
識
也
。
。
答
言230
、
我
今

380

受
大
憂
苦
以
衆
生
有
病
、

而
菩
薩
亦
病
。
、
若
其
得
脱
、
則
得
安
樂

381
衆
生
惱
盡
、
名
爲
得
脱
。

入
大
涅
槃
、
是
乃
安
樂
。
。
世
尊
亦
爾
、
爲
我
等
故
、
修
諸

382

苦
行
。
我
等
今
者
、
猶
未
得
免
生
死
苦
惱
、
云
何
如

383

來
得
受
安
樂
既
未
得
脱
、

如
何
涅
槃
。
。
世
尊
、
譬
如
醫
王
善
解

384

方
藥
、
偏
以
祕
方
教
授
其
子
、
不
教
其
餘
外
受
學

385

者
。
如
來
亦
爾
。
獨
以
甚
深
、
祕
密
之
藏
、
偏
教
文
殊
、

386

遺
棄
我
等
、
不
見
憐231
愍232
。
如
來
於
法
、
應
無
慳
恡233
、
如

387

彼
醫
王
偏
教
其
子
、
不
教
外
來
諸
受
學
者
。
彼
醫

388

所
以
、
不
能
普234
教
、
情
存
勝
負
、
故
有
祕
惜
。
如
來
之

389

心
、
終
無
勝
負
。
何
故
如
是
、
不
見
教
誨
。
唯235
願
久
住
、

390

莫
般
涅
槃
譏
佛
有
慈
、

而
不
平
等
。
。
世
尊
、
譬
如
老
少
病
苦
之

391

人
、
離
於
善
徑236
、
行
於
險
路237
、
路
險
澁
難238
、
多
受
苦
惱239
。

392

更
有
異
人
、
見
之
憐
愍240
、
卽
便
示
以
平
坦
好
道241
。
世

393

尊
、
我
亦
如
是
。
所
謂242
少
者
、
葵
未
增
長
法
身
之
人
。

394

老243
者
、
譬244
重
煩
惱245
。
病
者246
、
況247
未
脱
生
死248
。
險
路249
者250
、
葵

395

二
十
五
有
。
唯251
願
如
來
、
示
導
我
等
、
甘
露
正
道
、
久

396

住
於
世
、
勿
入
涅
槃
時
、
衆
以
佛
滅
爲

實
故
、
種
種
勸
請
。
。

397

爾
時
、
世
尊
告
諸
比
丘
、
汝
等
比
丘
、
莫
如
凡
夫
、
諸

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
八

229

何
…
「
北
本
注
」【
宮
】
同
。

230

言
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
曰
、「
北
本
注
｣・
｢南
本
注
」【
三
】
曰

＝
言
。

231

憐
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
顧
。

232

愍
…
「
南
本
注
」【
三
】
憫
＊
。

233

慳
恡
…
「
北
本
」
慳
悋
。「
南
本
」
祕
悋
。

234

普
…
「
南
本
注
」【
宋
】
苦
。

235

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

236

離
於
善
徑
…
「
南
本
」
捨
遠
夷
塗
。

237

行
於
險
路
…
「
北
本
注
」【
宮
】
險
＝
嶮
＊
。「
南
本
」
而
行
險
道
。

238

路
險
澁
難
…
「
北
本
注
」【
宮
】
險
＝
嶮
＊
。「
南
本
」
險
道
多
難
。

239

多
受
苦
惱
…
「
南
本
」
備
受
衆
苦
。

240

見
之
憐
愍
…
「
南
本
」
見
而
愍
之
、「
南
本
注
」【
三
】
愍
＝
憫
。

241

道
…
「
南
本
」
路
。

242

謂
…
「
南
本
」
言
。

243

老
者
…
「
南
本
」
所
言
老
者
。〔
之
人
〕
と
〔
老
者
〕
の
間
、「
南

本
」〔
所
言
〕
有
り
。

244

譬
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
喩
。「
南
本
注
」【
三
】
葵
＝
譬
。

245

病
者
…
「
南
本
」
所
言
病
者
。〔
煩
惱
〕
と
〔
病
者
〕
の
間
、「
南

本
」〔
所
言
〕
有
り
。

246

者
…
「
南
本
注
」【
三
】
者
＝
苦
。

247

況
…
「
北
本
」
喩
。「
南
本
」
譬
。

248

險
路
…
「
南
本
」
所
言
險
路
。〔
生
死
〕
と
〔
險
路
〕
の
間
、「
南

本
」〔
所
言
〕
有
り
。

249

路
…
「
北
本
注
」【
宮
】
道
。「
南
本
」
道
。

250

者
…
「
南
本
注
」【
三
】〔
者
〕
欠
。

251

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。



398

天
人
等
、
愁
憂
啼
哭
、
當
勤
精
進
、
繫
心
正
念
。
時
、
諸

399

天
人
阿
修
羅
等
、
聞
佛
所
説
、
止
不
啼
哭
。
猶
如
有

400

人
喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
啼252
。
爾
時
、
世
尊

401

爲
諸
大
衆
説
是
偈
言

402

汝
等
當
開
意
、
不
應
大
愁
苦
。
諸
佛
法
皆
爾
感
盡
歸

眞
也
。
、

403

是
故
當
默
然
。
樂
不
放
逸
行
教
持
戒
也
。
、
守
心
正
憶

404

念
令
修
定
也
。
。
遠
離
諸
非
法
勸
修
慧
也
。
、
自
慰253
受
歡
樂
。

405

復
次
、
比
丘
若
有
疑
惑254
、
今
皆
當
問
。
若
空
不
空
空謂

406
生
死
、
不
空

是
涅
槃
。

、
若
常
無
常
涅
槃
是
常
、
生

死
是
無
常
。

、
若
苦
非255
苦
煩惱

407
未
盡
爲
苦
、
已

斷
爲
非
苦
。

、
若
依
非
依
如
來
藏
者
、
是
一
切
法
之

所
依
。
餘
、
非
一
切
法
依
故
。
、
若

408

去
不
去
正
行
出
離
、
名
之
爲
去
。

邪
行
沈
没
、
名
爲
不
去
。
、
若
歸
非
歸
三
寶
是

可
歸
、
餘

409
不
可
歸
故
。
、
若
恒
非
恒
法
報
二
身
、
無
變
易
故
、
是

恒
。
餘
有
變
易
故
、
非
恒
。
、
若
斷
若

410

常256
執
緣
起
是
無
爲
、
斷

執
有
自
性
名
常
。

、
若
衆
生
非
衆
生
未
見
佛

性
、
名
爲

411
衆
生
。
已
見
性

者
、
名
非
衆
生
。
、
若
有
若
無
生
滅
爲
有
、
不

生
不
滅
爲
無
。
、
若
實
不

412

實
一
乘
是
實
、

二
乘
非
實
。
、
若
眞
不
眞
聖
諦
爲
眞
、

俗
諦
非
眞
。
、
若
滅
不

413

滅
化
身
有
滅
、

法
身
無
滅
。
、
若
密257
不
密
究
竟
説
者
、
爲
密
、
非

究
竟
説
者
、
爲
非
密
。
、
若

414

二
不
二
世
諦
有
二
、

眞
諦
不
二
。
、
如
是
等
種
種
法
中
、
有
所
疑

415

者
、
今
應
諮
問
。
我
當
隨
順258
爲
汝
斷
之
、
亦
當
爲
汝

416

先
説
甘
露
、
然
後
乃
當
入
於
涅
槃
此
擧
疑
、
以
勸
問

也
。
若
有
疑
不
問
、

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

二
九

252

喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
啼
…
「
北
本
」
殯
喪
子
已
、
止

不
啼
哭
。「
南
本
」
喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
哭
。

253

自
慰
…
「
北
本
」
慰
意
。

254

惑
…
「
北
本
」
念
、「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
念
＝
惑
。

255

非
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
不
。「
北
本
注
」【
三
】
不
＝
非
。

256

若
常
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
非
斷
。

257

密
…
「
北
本
注
」【
宮
】
蜜
。

258

順
…
「
北
本
注
」【
明
】
願
。



417
則
佛
在
無
益
。
若
疑
問

決
了
、
則
知
佛
是
常
。
。
諸
比
丘
、
佛
出
世
難
、
人
身
難

418

得
、
値
佛
生
信
、
是
事
亦
難
。
能
忍
難
忍
、
是
亦
復
難
。

419

成
就
禁
戒
、
具
足
無
缺
、
得
阿
羅
漢
果
、
是
事
亦
難
。

420

如
求
金
沙
優
曇
鉢
花
喩
前
五

難
也
。
。
諸
比
丘259
、
離
於

421

八
難
、
得
人
身
難
八
難
者
、
一
、
地
獄
。
二
、
畜
生
。
三
、
餓
鬼
。
四
、

人

中

盲

啞
。
五
、
世

智

辯

聰
。
六
、
生
佛

422
前
後
。
七
、
生
鬱
單

越
。
八
、
生
長
壽
天
。
。
汝
等
遇
我
、
不
應
空
過
。
我
於
往

423

昔
種
種
苦
行
、
今
得
如
是
無
上
方
便
。
爲
汝
等
故

424

無
量
劫
中
、
捨
身
手
足
頭
目
髓
腦
、
是
故
汝
等
不

425

應
放
逸
勸
勤
修
也
。
。
汝
等
比
丘
、
云
何
莊
嚴
正
法
寶
城
、

426

具
足
種
種
功
德
珍
寶
。
戒
定
智
慧
以260
爲
牆
塹
俾

427

倪261
俾
倪
者
、
謂
於
孔
中
伺
望
非
常
之
事
。
戒
、
況
牆
也
、
以
防

非
故
。
定
、
譬
塹
也
、
取
境
深
故
。
慧
、
喩
俾
倪
、
是
見
性
故
。
。

428

汝
今
遇
是
佛
法
寶
城
、
不
應
取
此
虛
僞
之
物
取二

429
涅
槃
、
爲

虚
僞
也
。
。
譬
如
商
主
遇
眞
寶
城
、
取262
諸
瓦
礫
、
而
便

430

還
家
。
汝
亦
如
是
。
値
遇
寶
城
、
取
虛
僞
物
。
汝
諸
比

431

丘
、
勿
以
下
心
而
生
知
足
住
於
小
果
、

是
下
心
也
。
。
汝
等
今
者
、
雖

432

得
出
家
、
於
此
大
乘
不263
生
貪
慕264
出
家
者
、
始
學
之

初
、
名
非
渉
眞
之

433
極路

。
。
汝
諸
比
丘
、
身
雖
得
服
、
袈
裟
染
衣
、
其
心265
猶

434

未
得
染266
大
乘
淸
淨
之
法267
。
汝
諸
比
丘
、
雖
行
乞
食

435

經
歷
多
處
、
初
未
曾
乞268
、
大
乘
法
食
。
汝
諸
比
丘
、
雖

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
〇

259

諸
比
丘
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
汝
諸
比
丘
。「
南
本
注
」【
三
】

〔
汝
〕
欠
。

260

以
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】〔
以
〕
欠
。

261

俾
倪
…
「
北
本
」
埤
堄
、「
北
本
注
」【
宮
】
埤
堄
＝
脾
（
月
＋

兒
）。「
南
本
」〔
埤
堄
〕
欠
。

262

取
…
「
北
本
」
及
。

263

不
…
「
北
本
注
」【
宋
】
未
。

264

慕
…
「
北
本
注
」【
宋
】
募
。

265

其
心
…
「
南
本
」
心
。

266

得
染
…
「
南
本
」
染
。

267

大
乘
淸
淨
之
法
…
「
南
本
」
大
乘
淨
法
。

268

乞
…
「
南
本
」
求
。



436

除
鬚
髮
、
未
爲
正
法
、
除
諸
結
使
自
上
皆
是
奪
其

昔
解
、
使
捨
迷
封
也
。
。

437

汝
諸
比
丘
、
今
當
眞
實
、
教
勅
汝
等
欲
示
新
伊
涅
槃
、

故
云
眞
實
教
勅
。
。

438

我
今
見269
在
大
衆
和
合
、
如
來
法
性
、
眞
實
不
倒
明三

439
寶
緣
具
、
是

可
學
之
時
。
。
是
故
汝
等
、
應
當
精
進
、
攝
心
勇
猛
、
摧

440

諸
結
使
、
十
力
慧
日270
、
既
滅271
沒
已
、
汝
等
當
爲
、
無
明

441

所
覆
。
諸
比
丘
、
譬
如
大
地
諸
山
藥
草
山
況
法
性
、

草
喩
萬
善
。

442

爲
衆
生
用
譬
能
除

物
患
也
。
。
我
法
亦
爾
、
出
生
妙
善
、
甘

443

露
法
味
、
而
爲
衆
生
種
種
煩
惱
病
之
良
藥
。
我
今

444

當
令
一
切
衆
生
、
及
以
我
子
四
部
之
衆
四
謂
道
俗

男
女
也
。
、

445

悉
皆
安
住
、
祕
密
藏
中
涅
槃
之
道
、
非
二

乘
境
、
故
云
秘
藏
。
。
我
亦
復

446

當
安
住
是
中
、
入
於
涅
槃
言
我
亦
随
住
秘
藏
、
化

滅
身
智
、
入
涅
槃
也
。
。
何

447

等
名
爲
祕
密
之
藏
。
猶
如
伊272
字
三273
點
、
若
並
則
不

448

成
伊
、
從274
亦
不
成
婆
羅
門
、
伊
字
三
點
、
合
成
上
一
下
二
狀
、

如
鼎
足
。
若
並
若
從
、
雖
有
三
點
、
皆
不

275

449
成字
。
。
如
摩
醯
首
羅
、
面
上
三
目
、
乃
得
成
伊
此
天
三
目

一
在
額
中
、

450
如
世
伊
字

非
從
並
也
。
。
三
點
若
別
、
亦
不
得
成
三
點
異
處
、

則
不
成
字
。
。
我
亦

451

如
是
解
脱
之
法
、
亦
非
涅
槃
如
來
之
身
、
亦
非
涅

452

槃
。
摩
訶
般
若
、
亦
非
涅
槃
。
三
法
各
異
、
亦
非
涅
槃

453
夫
證
涅
槃
者
、
要
有
能
證
之
身
、
智
慧
之
用
、
又
須
煩
惱
等
、

滅
三
法
具
足
、
名
證
涅
槃
。
此
三
各
別
、
未
有
斷
證
、
非
涅
槃
也
。
。

454

我
今
安
住
如
是
三
法
無
感
不
應
、
名
爲
法
身
。
無
境

不
照
、
稱
爲
般
若
。
無
累
不
盡
、

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
一

269

見
…
現
。「
北
本
｣・
｢南
本
」
現
。

270

十
力
慧
日
…
「
南
本
注
」【
明
】
慧
日
十
力
。

271

滅
…
「
南
本
」
潜
。

272

伊
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
伊
＝
∴
。

273

三
…
「
南
本
注
」【
宋
】
二
。

274

從
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
縦
。

275

挨
…
鼎
の
異
体
字
。『
敦
煌
俗
字
典
』
八
八
〜
八
九
頁
。



455
是
名
解
脱
。
三
法

圓
備
、
卽
是
涅
槃
。
、
爲
衆
生
故
、
名
入
涅
槃
示
滅
身

智
也
。
、
如

456

世
伊
字
以
三
點

喩
三
法
。
。

457

爾
時
、
諸
比
丘
聞
佛276
、
定
當
入
般
涅
槃277
、
皆
悉
憂
愁

458
捨
應
歸
本
、
長
與

物
隔
、
故
生
憂
也
。
、
身
毛
爲
豎
、
涕
淚278
盈
目279
、
稽
首
佛

459

足
、
繞
無
量
匝
、
白
佛
言
、
世
尊
、
快
説
無
常
、
苦
、
空
、
無

460

我
無
常
故
空
、

空
故
無
我
。
。
世
尊
、
譬
如
一
切
衆
生
、
迹
中
象
迹

461

爲
上
象
喩
於
常
迹
、
況
無
常
故
。
尋
象
之
迹
、

以
得
象
體
。
尋
無
常
用
、
以
至
於
常
。

。
是
無
常

462

想
、
亦
復
如
是
。
於
諸
想
中
、
最
爲
第
一
謂
能
除
三

界
欲
愛
慢
也
。
。

463

若
有
精
勤
修
習
之
者
、
能
除
一
切
欲
界
欲
愛280
、
色

464

無
色
愛
、
無
明
憍
慢
、
及
無
常
想
想
謂
證

智
也
。
。
世
尊

465

如
來
、
若
離
無
常
想
者
、
今
則
不
應
、
入
於
涅
槃
此引

466
昔
説
以
難
今
也
。
若
世
尊
久
離
無

常
想
者
、
何
故
今
日
方
般
涅
槃
。
。
若
不
離
者
、
云
何

467

説
言
修
無
常
想
、
離
三
界
愛
・
無
明
・
憍
慢
、
及
無
常

468

想
此
引
今
説
以
難
昔
也
。
若
修
無
常
想
、
不
能

離
無
常
想
者
、
則
昔
言
能
離
是
虚
妄
也
。

。
世
尊
、
譬

469

如
農
夫
秋
月
之
時281
、
深
耕
其
地
、
能
除
穢
草
此
歎

無
常

470
之
勝
用
。
草
穢

況
愛
慢
也
。

。
是
無
常
想
、
亦
復
如
是
夫
空
解
必
因

於
有
。
有
不
可

471
得
、
空
何
以
空
。
空
有

既
除
、
二
想
倶
滅
。

。
能
除
一
切
欲
界
欲
愛282
、
色
無
色

472

愛
、
無
明
憍
慢
、
及
無
常
想
。
世
尊
、
譬
如
耕
田
秋
耕

473

爲
勝283
。
如
諸
迹
中
象
迹
爲
勝
。
於
諸
想
中
無
常
想284

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
二

276

佛
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
佛
世
尊
。

277

定
當
入
般
涅
槃
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
定
當
涅
槃
。

278

淚
…
「
南
本
注
」【
三
】
泗
。

279

盈
目
…
「
南
本
」
交
流
。

280

欲
愛
…
「
南
本
」
貪
愛
。

281

秋
月
之
時
…
「
南
本
」
於
秋
月
時
。

282

欲
愛
…
「
南
本
」
貪
愛
。

283

勝
…
「
南
本
」
上
。

284

想
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】〔
想
〕
欠
。



474

爲285
勝286
勝
義
生

常
故
。
。
世
尊
、
譬
如
帝
王
知
命
將
終
、
恩
赦

475

天
下
獄
囚
繫
閉
、
悉
令
得
脱
、
然
後
捨
命
。
如
來
今

476

者
、
亦
應
如
是
、
度
諸
衆
生
、
一
切
無
知
、
無
明
繫
閉
、

477

皆
令
解
脱
、
然
後
涅
槃287
。
我
等
今
者
、
皆
未
得
度
、
云

478

何
如
來
、
便
欲
放
捨
入
於
涅
槃
若
棄
衆
生
、
入
涅

槃
者
、
是
無
兼
愛

479
之
心
。
云
何
見

捨
、
將
入
涅
槃
。
。
世
尊
、
譬
如
有
人
爲288
鬼
所
持
、
遇
良
呪

480

師
、
以
呪
力
故
、
便
得
除
差
。
如
來
亦
爾
、
爲
諸
聲
聞

481

除
無
明
鬼
、
令
得
安
住
、
摩
訶
般
若
、
解
脱
等
法
、
如

482

世
伊
字
。
世
尊
、
譬
如
香
象
爲
人
所
縛
象
喩
菩
薩
。
、
雖

483

有
良
師
況
魔
王
也
。
、
不
能
禁
制
頓289
絕
羈
鎖290
自
恣
而

484

去
此
喩
菩
薩
、
絶
棄
煩
惱
、

不
籍
如
來
、
久
住
於
世
。
。
我
等
未
爾
爲291
五
十
七
煩

485

惱
繫
縛
見
惑
有
四
十
四
諦
各
十
故
。
欲
愛
有
六
、
貪
瞋
・

慢
・
無
明
・
倶
生
・
身
邊
見
。
上
二
界
各
五
、
除
瞋
・
無

486
明
住
地
、
一
合

五
十
七
也
。

。
云
何
如
來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
聲
聞
之
人
、

487
不
同
菩
薩
、
能
脱

煩
惱
、
故
勸
住
也
。
。
世
尊
、
如
人
病
瘧
業
起
不
恒
故
、

況
之
以
瘧
疾
。
値

488

遇
良
醫
、
所
苦
得
除
。
我
亦
如
是
、
多
諸
患
苦
、
邪
命

489

熱
病
。
雖
遇
如
來
、
病
未
除
愈
、
未
得
無
上
、
安
隱
常

490

樂
。
云
何
如
來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
。
世
尊
、
譬
如

491

醉
人
、
不
自
覺
知
酒
況
煩
惱
。
人
喩
比
丘
。
言
其
不
能
覺

了
自
體
之
實
、
此
譬
不
知
眞
也
。

、

492

不
識
親
踈
、
母
女
姊
妹
況
不
知

妄
也
。
、
迷
荒
婬
亂
喩
起

倒
想
。
、

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
三

285

爲
…
「
北
本
注
」【
宋
】〔
爲
〕
欠
。

286

勝
…
「
南
本
」
最
。

287

涅
槃
…
「
北
本
」
乃
入
於
般
涅
槃
。

288

爲
…
「
北
本
注
」【
宮
】
惡
。

289

頓
…
「
北
本
」
亜
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
亜
＝
頓
。「
南
本
」

頓
。

290

鎖
…
「
北
本
注
」【
宋
】
瑣
。

291

等
未
爾
爲
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
未
如
是
脱
。



493

言
語
放
逸
譬
所
發

業
也
。
、
臥
糞
穢292
中
喩
生
死
也
。
。
時
有
良
師
、

494

與
藥
令
服
良
師
譬
佛
、

藥
況
教
法
。
、
服
已
吐
酒293
喩
斷
煩

惱
也
。
、
還
自

495

省294
識
知
眞
識

妄
也
。
、
心
懷
慚
愧
愧
迷
荒
也
。
、
深
自
剋
責
悔前

496
非也
。
、
酒
爲
不
善
、
諸
惡
根
本
煩
惱
爲
衆

惡
之
源
也
。
、
若
能
除

497

斷
、
則
遠
衆
罪
煩
惱
若
斷
、
則

衆
惡
咸
滅
。

。
世
尊
、
我
亦
如

498

是
、
往
昔
已295
來
、
輪
輪296
生
死297
、
貪
嗜
五
欲298
明
昔
過
也
。
、
非

499

母
母
想
、
非
姊
姊
想
、
非
女
女
想
、
於
非
衆
生
生
衆

500

生
想
、
是
故
輪
轉
受
生
死
苦
。
如
彼
醉
人
、
臥
糞
穢299

501

中
。
如
來
、
今
當
施
我
法
藥
、
令
我
還
吐
煩
惱
惡
酒
、

502
合
服
已

吐
酒
也
。
而
我
未
得
醒300
寤301
之
心
喩
未
斷

煩
悩
也
。
。
云
何
如

503

來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
。
世
尊
、
譬
如
有
人
歎
芭

504

蕉
樹
、
以
爲
堅
實
、
無
有
是
處
芭
蕉
不
堅
、
亦

猶
身
之
無
我
。
。
世

505

尊
、
衆
生
亦
爾
。
若
歎
我
、
人
、
衆
生
、
壽
命
、
養
育
、
知

506

見
、
作
者
、
受
者
、
是
眞
實
者
、
亦
無
是
處
。
我
等
如
是

507

修
無
我
想
。
世
尊
、
譬
如
漿
滓
無
所
復
用
無
我

用
也
。
、
是

508

身
亦
爾
、
無
我
無
主
。
世
尊
、
如
七
葉
花
、
無
有
香
氣

509
無
我

體
也
。
。
是
身
亦
爾
、
無
我
無
主
。
我
等
如
是
、
心
常
修

510

習
、
無
我
之
想
。
如
佛
所
説
、
一
切
諸
法
、
無
我
我
所

511
我
尚
不
可
得
、
我
所
何
可

得
。
所
我
兼
忘
、
故
無
慢
也
。
。
汝
諸
比
丘
、
應
當
修
習302
。
如
是

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
四

292

糞
穢
…
「
南
本
」
不
淨
。

293

吐
酒
…
「
南
本
」
即
吐
。

294

省
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
憶
。

295

已
…
「
北
本
注
」【
三
】
已
＝
以
＊
。

296

輪
輪
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
輪
轉
。
輪
轉
の
誤
り
か
。

297

[生
死
〕
と
〔
貪
嗜
〕
の
間
、「
北
本
｣・
｢南
本
」〔
情
色
所
醉
〕

有
り
。

298

貪
嗜
五
欲
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
情
色
所
醉
、
貪
嗜
五
欲
。

299

糞
穢
…
「
南
本
」
不
淨
。

300

醒
…
「
北
本
注
」【
宋
】
惺
。

301

寤
…
「
北
本
注
」【
三
】
悟
。

302

習
…
「
北
本
注
」【
宮
】
集
＊
。



512

修
已
、
則
除
我
慢
。
離
我
慢
已
、
便
入
涅
槃
昔
教
今

教
倶
。
世

513
尊
説
、
昔
教
既
非
、
今
何
必
是
。

故
執
昔
之
教
、
取
決
於
今
。

。
世
尊
、
譬
如
鳥
迹
、
空
中

514

現
者
、
無
有
是
處
。
有
能
修
習
無
我
想
者
、
而
有
諸

515

見
、
亦
無
是
處
有
我
想
者
、
則
有
見
取
。
無

我
故
、
無
想
無
想
則
無
見
。

。

516

爾
時
、
世
尊
讚
諸
比
丘
、
善
哉
善
哉
。
汝
等
善
能
修

517

無
我
想
別
其
所
執
、

故
稱
歎
之
。
。
時
、
諸
比
丘
卽
白
佛
言
、
世
尊
、

518

我
等
不
但
修
無
我
想
、
亦
更
修
習
其
餘
諸
想
。
所

519

謂
苦
想
・
無
常
想303
・
無
我
想304
。
世
尊
、
譬
如
人
醉
其
心305

520

瞑
眩306
悶
惑
之

狀
也
。
、
見307
諸
山
河308
、
石
壁
草
木309
、
宮
殿
屋
舍
、

521

日
月
星
辰
皆
悉
迴
轉
聲
聞
之
人
、
謂
菩
薩
於
非

常
之
中
妄
生
常
執
、
猶
如

522
酔
人
於
非
轉

中
、
而
生
轉
想
。
。
世
尊
、
若
有
不
修
苦
・
無
常
想
・
無
我

523

等
想
、
如
是
之
人
、
不
名
爲
聖
、
多
諸
放
逸
、
流
轉
生

524

死
不
修
無
常
・
苦
・
空
無
我
、
則

流
轉
生
死
、
非
聖
人
也
。

。
世
尊
、
以
是
因
緣
、
我
等

525

善
修
如
是
諸
想
以
能
離
生

死
故
修
。
。

526

爾
時
、
佛
告
諸
比
丘310
、
諦
聽
諦
聽
、
汝
向
所
引
醉
人

527

葵
者
、
但
知
文
字
未
達
其
義
聲
聞
之
人
、
觀
空
無

常
、
以
爲
實
諦
、
未
知

528
眞
我
是
佛
、

故
云
不
達
。
。
何
等
爲
義
、
如
彼
醉
人
見
上
日
月
、
實

529

非
迴
轉
、
生
迴
轉
想
佛
果
是
常
、
而
計
無
常
。
猶
如

酔
人
、
於
非
轉
處
、
而
生
轉
想
。
。

530

衆
生
亦
爾
、
爲
諸
煩
惱
無
明
所
覆
、
生
顚311
倒
心
。
我

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
五

303

想
…
「
北
本
注
」【
宋
】〔
想
〕
欠
。「
南
本
」
等
想
。「
南
本
注
」

【
三
】
等
＝
無
我
。

304

無
我
想
…
「
南
本
」〔
無
我
想
〕
欠
。

305

人
醉
其
心
…
「
南
本
」
醉
人
其
心
。

306

瞑
眩
…
「
北
本
」
愐
眩
、「
北
本
注
」【
三
】
愐
＝
瞑
。「
南
本
」

眩
亂
。

307

見
…
「
南
本
注
」【
三
】
視
。

308

河
…
「
南
本
」
川
。

309

石
壁
草
木
…
「
南
本
」
城
廓
。

310

比
丘
…
「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
比
丘
言
。「
南
本
」
比
丘
言
。

311

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
傎
＊
。



531

計
無
我
、
常
計
無
常
、
淨
計
不
淨
、
樂
計
爲
苦
妄生

532
計
執
、
不
達

眞
我
等
。

。312
雖
生
此
想
、
不
達
其
義
、
如
彼
醉
人
、

533

於
非
轉
處
、
而
生
轉
想
。
我
者
卽
是
佛
義
報
佛
是
法
、

534
佛
妙
用
能
生
一
切

法
、
故
言
是
佛
義
。
。
常
者
、
是
法
身
義
法
身
寂
然

恒
住
、
能
與

535
二
身
爲
所
依
、
故
云
常
也
。
二

身
随
機
、
起
滅
不
得
、
名
常
。
。
樂
者
、
是
涅
槃
義
法
身
離
二

536
生
死
、
證
得
無
餘

涅
槃
、
故
云
樂
也
。
。
淨
者
、
是
法
義
法
離
非
法
、

故
名
爲
淨
。
。
汝
等

537

比
丘
、
云
何
而
言
、
有
我
想
者
、
憍
慢
貢
高
、
流
轉
生

538

死
。
汝
等
若
言
我
、
亦
修
習313
無
常
、
苦314
、
無
我
等315
想
是

539

三
種
修
無
有
實
義
汝
之
三
修
、
是
昔
權
教
、

以
昔
對
今
、
非
實
義
也
。
。
我
今
當

540

説
勝
三
修
法
勝
者
、
謂
大

乘
三
修
也
。
。
苦
者
計
樂
、
樂
者
計
苦
、

541

是
顚316
倒
法
。
無
常
計
常
、
常
計
無
常
、
是
顚317
倒
法
。
無

542

我
計
我
、
我
計
無
我
、
是
顚318
倒
法
。
不
淨
計
淨
、
淨
計

543

不
淨
、
是
顚319
倒
法
。
有
如
是
等
四
顚320
倒
法
。
是
人
不

544

知
正
修
諸
法
正
謂
常
樂

我
淨
也
。
。
汝
諸
比
丘
、
於
苦
法
中

545

生
於321
樂
想
、
於
無
常
中
生
於322
常
想
、
於
無
我
中
生

546

於323
我
想
、
於
不
淨
中
生
於324
淨
想
夫
倒
必
起
對
。
若

於
樂
中
生
苦

547
想
等
、
必
於
苦

中
生
樂
想
等
。
。
世
間
亦
有
常
樂
我
淨
謂
非
我

計
我
等
。
。
出

548

世
亦
有
常
樂
我
淨
謂
眞
常

眞
樂
等
。
。
世
間
法
者
、
有
字

549

無
義
謂
苦
中

見
樂
等
。
。
出
世
間
者
、
有
字
有
義
謂
知
我

是
佛
義

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
六

312

[爲
苦
〕
と
〔
雖
生
〕
の
間
、「
北
本
｣・
｢南
本
」〔
以
爲
煩
惱
之

所
覆
故
〕
有
り
。

313

習
…
「
北
本
注
」【
宮
】
集
＊
。

314

苦
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】
苦
想
。「
南
本
注
」【
三
】

苦
空
。

315

等
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】【
宮
】〔
等
〕
欠
。

316

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

317

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

318

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

319

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

320

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

321

生
於
…
「
南
本
」
而
生
。

322

生
於
…
「
南
本
」
而
生
。

323

生
於
…
「
南
本
」
而
生
。

324

生
於
…
「
南
本
」
而
生
。



550
等
。
。
何
以
故
、
世
間
之
法
有
四
顚325
倒
、
故
不
知
義
。
所

551

以
者
何
、
有
想326
倒
・
心
倒
・
見
倒
分
別
是
非
、
名
爲
想
倒
。

謬
緣
於
理
、
此
爲
心
倒
。

552
執
佛
無
常
、

是
爲
見
倒
。
。
以
三
倒
故
、
世
間
之
人
、
樂
中
見
苦
、
常
見

553

無
常
、
我
見
無
我
、
淨
見
不
淨
、
是
名
顚327
倒
謂
佛
地

中
、
起
四

554
倒也
。
。
以
顚328
倒
故
、
世
間
知
字
、
而
不
知
義
。
何
等
爲
義
。

555

無
我
者
、
名
爲329
生
死
生
死
不
自
在
、
故
知
無
我

也
。
若
有
我
者
、
應
當
自
在
。
。
我
者
、

556

名
爲330
如
來
如
來
有
八
自
在
、

故
得
名
爲
我
也
。
。
無
常
者
、
聲
聞
緣

557

覺
二
乘
有
生

滅
、
故
無
常
。
。
常
者
、
如
來
法
身
法
身
無
生

滅
、
故
名
常
。
。
苦

558

者
、
一
切
外
道
因
苦
果

苦
也
。
。
樂
者
、
卽
是
涅
槃
體
寧
靜
故
。
。

559

不
淨
者
、
卽
有
爲
法
謂
一
切
有

漏
之
法
也
。
。
淨
者
、
諸
佛
菩

560

薩
所
有
正
法
謂
一
切
無

漏
道
法
也
。
、
是
名
不
顚331
倒
見
正
而

無
倒
也
。
。

561

以
不
倒332
故
、
知
字
知
義
體
言
識
旨
、

爲
知
字
義
。
。
若
欲
遠
離

562

四
顚333
倒
者
、
應
知
如
是
、
常
樂
我
淨
能
知
四
德
、
則

無
復
四
倒
。

。

563

時
、
諸
比
丘
白
佛
言
、
世
尊
、
如
佛
所
説
、
離
四
倒
者
、

564

則
得
了
知
、
常
樂
我
淨
。
如
來
今
者
、
永
無
四
倒
、
則

565

已
了
知
、
常
樂
我
淨
。
若
已
了
知
、
常
樂
我
淨
、
何
故

566

不
住
、
一
劫
半
劫
、
教
導
我
等
、
令334
離
四
倒
、
而
見
放

567

捨
、
欲
入
涅
槃
。
如
來
、
若
見
顧
念
教
勅
、
我
當
至
心
、

568

頂
受
修
習
。
如
來
若
入
於335
涅
槃
者
、
我
等336
云
何
與

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
七

325

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

326

想
倒
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
想
顚
倒
。「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】

顚
＝
傎
＊
。

327

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

328

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

329

名
爲
…
「
南
本
」
即
。

330

名
爲
…
「
南
本
」
即
。

331

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

332

倒
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
傎
倒
、【
明
】
顚
倒
。

333

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

334

令
…
「
北
本
注
」【
宮
】
今
。

335

入
於
…
「
南
本
」
當
入
。

336

等
…
「
南
本
」
當
。「
南
本
注
」【
三
】
等
。



569

是
毒
身
、
同
共
止
住
、
修
於
梵
行
。
我
等
亦
當
隨
佛337

570

入
於
涅
槃
若
不
住
世
、
則
随
入
涅
槃
。

勸
住
誠
深
、
敢
以
死
請
。

。

571

爾
時
、
佛
告
諸
比
丘
、
汝
等
不
應
作
如
是
語
。
我
今

572

所
有
無
上
正
法
、
悉
以
付
屬338
摩
訶
迦
葉
獨
付
迦
葉

573
者
、
以
彼
亦
有
一

時
匡
化
能
故
。

。
是
迦
葉
者
、
當
爲
汝
等
、
作
大
依
止
。

574

猶
如
如
來
、
爲
諸
衆
生
、
作
依
止
處
。
摩
訶
迦
葉
亦

575

復
如
是
、
當
爲
汝
等
、
作
依
止
處
。
譬
如
大
王
多
所

576

統
領
、
若
遊
巡
時
、
悉
以
國
事
付
屬339
大
臣
、
如
來
亦

577

爾
。
所
有
正
法
、
亦
以
付
屬340
摩
訶
迦
葉
。
汝
等
當
知
、

578

先
所
修
習
、
無
常
苦
想
、
非
是
眞
實
勸
知
前
權
、

而
後
實
也
。
。
譬

579

如
春
時
喩
起
行

時
也
。
、
有
諸
人
等
譬
聞
衆
也
。
在
大
池
浴

580
洗
塵
垢
也
。、
乘
船
遊
戲
依
權
教
也
。
、
失
瑠
璃
寶
常
理
可
珍
故
、

況
之
以
寶
。

581

沒
深
水
中
隠
於
無
常
之

教
、
故
云
没
水
。
。
是
時
諸
人
求
權
教

人
也
。
悉

582

共
入
水
倶
觀
無

常
也
。
、
求
覓
是
寶
求
常
旨
也
。
、
競
捉
瓦
石
、

583

草
木
沙
礫
、
各
各
自
謂
、
得
瑠
璃
珠
以
妄
計
爲

眞
實
也
。
、

584

歡
喜
持
出
、
乃
知
非
眞
離
麁
重
縛
、
名
爲
持
出
。

猶
拘
相
染
、
是
曰
非
眞
。
。
是

585

時
寶
珠
猶
在
水
中
言
眞
常
之
旨
、

隠
昔
教
中
。

、
以
珠
力
故
、

586

水
皆
澄
淸
珠
力
況
常
性
也
。
澄

淸
謂
聞
經
生
信
。

。
於
是
大
衆
謂
大

乘
人

587
也
。
、
乃
見
寶
珠
故
在
水
下
依
教
聞
見
、
未
得

親
證
、
故
云
在
下
。
、
猶
如

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
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三
八

337

佛
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
佛
世
尊
。

338

屬
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
囑
。

339

屬
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
囑
。

340

屬
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
囑
。



588

仰
觀
虛
空
月
形
眞
理
圓
明
、

喩
如
空
月
。
。
是
時
衆
中
有
一

589

智
人
謂
依
教
起

行
之
人
也
。
、
以
方
便
力
安
徐
入
水
於
無
常
中
、

諦
觀
常
理
。
、

590

卽
便
得
珠
證
常
理
也
。
。
汝
等
比
丘
、
不
應
如
是
修
習

591

無
常
・
苦
・
無
我
想
・
不
淨
想
等
、
以
爲
實
義
。
如
彼

592

諸
人
、
各
以
瓦
石
草
木
沙
礫
、
而
爲
寶
珠
。
汝
等
應

593

當
、
善
學
方
便
、
在
在
處
處
勤341
修
我
想
常
樂
淨

594

想
。
復
應
當
知
、
先
所
修
習
四
法
相
貌
、
悉
是
顚342
倒
。

595

欲
得
眞
實
、
修
諸
想
者
、
如
彼
智
人
巧
出
寶
珠
、
所

596

謂
我
想
常
樂
淨
想
。

597

爾
時
、
諸
比
丘
白
佛
言
、
世
尊
、
如
佛
先
説
、
諸
法
無

598

我
、
汝
當
修
學
。
修
學
是
已
、
則
離
我
想
。
離
我
想

599

者
、
則
離
憍
慢
。
離
憍
慢
者
、
得
入
涅
槃
。
是
義
云
何

600
若
有
我
爲
眞
、
無
我
非
實
。
世
尊
昔
時
、
何
故

不
言
、
令
我
謬
取
。
二
説
相
違
、
故
起
斯
問
。
。
佛
告
諸
、

601

比
丘
、
善
哉
善
哉
。
汝
今
善
能
諮
問
是
義
、
爲
自
斷

602

疑
無
我
之
理
、
於
邪
爲
藥
、
於
眞

爲
病
。
故
須
昔
讃
、
而
今
毀
也
。
。
譬
如
、
國
王
闇
鈍
少

603

智
王
喩
比

丘
也
。
、
有
一
醫
師
、
性
復
頑
嚚343
醫
況
説
邪
教

者
也
。
心
不
測

604
正
法
爲
頑
、
口
不

談
中
道
爲
嚚
。

、
而
王
不
別
混
邪

正
也
。
、
厚
賜
俸
祿
加供

605
養也

。
、
療
治
衆
病
、
純
以
乳
藥
乳
況
邪

我
也
。
。
亦
復
不
知
、

606

病
起
根
源344
。
雖
知
乳
藥
、
復
不
善
解
不
知
我
有

眞
僞
也
。
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

三
九

341

勤
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
常
。

342

顚
…
「
南
本
注
」【
宋
】【
元
】
顚
＝
傎
＊
。

343

嚚
…
「
北
本
注
」【
宋
】
嚚
＝
鯵
。

344

源
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
原
。「
南
本
注
」【
元
】【
明
】
原
＝
源
。



607

或
有
風
病
冷
病
熱
病345
風
喩
瞋
、
冷
況

癡
、
熱
譬
貪
。
、
一
切
諸
病346

608
喩
八
萬
四
千

之
塵
勞
也
。
悉
教
服
乳
純
説
邪

我
也
。
。
是
王
不
別
、
是
醫

609

知
乳
、
好
醜
善
惡
邪
我
増
諸
煩
惱
、

正
我
能
滅
無
明
。
。
復
有
明
醫

610
喩
佛
也
。
、
曉
八
種
術
、
一
、
識
病
。
二
、
知
病
因
。
三
、
知
病
相
。
四
、
知
病

處
。
五
、
知
病
時
。
六
、
知
藥
。
七
、
知
療
。
八
、
知
禁
。

611

善
療
衆
病
知
衆
生
之

根
性
也
。
、
知
諸
方
藥
況
我
無

我
教
也
。
、
從

612

遠
方
來
遠
方
謂

淨
土
也
。
。
是
時
舊
醫
不
知
諮
受
、
反
生

613

貢
高
輕
慢
之
心
邪
見
熾
然
、

謂
佛
劣
已
。
。
彼
時
明
醫
卽
便

614

依
附
請
以
爲
師
況
設
權
道
也
。
如
以
鬱
頭

藍
弗
、
爲
師
之
類
是
也
。
、
諮
受

615

醫
方
祕
奧
之
法
、
語
舊
醫
言
、
我
今
請
仁
以
爲
師

616

範
、
唯347
願
爲
我
宣
暢
解
説
將
欲
化
之
、

故
先
誘
之
。
。
舊
醫
答

617

言
、
卿
今
若
能
爲
我348
給
使
四
十
八
年
外
道
多
修

六
行
。
八
禪

618
地
中
、
各
有
六
行
、
六

八

四

十

有

八
也
。
、
然
後
乃
當
教
汝
醫
法
。
時349
彼
明350

619

醫
、
卽
受
其
教
。
我
當
如
是351
隨
我
所
能
、
供
給352
走
使
。

620

於
是353
舊
醫
、
卽
將
客
醫
、
共
入
見
王
因
邪
以

通
正
也
。
。
是
時

621

客
醫
、
卽
爲
王
説
種
種
醫
方
謂
十
善

五
戒
等
。
、
及
餘
技354

622

藝
謂
神
通

解
脱
等
。
。
大
王
當
知
、
應
善
分
別
。
此
法
如
是
、
可

623

以
治
國
。
此
法
如
是
、
可
以
療
病
以
定
除
亂
、
謂
之

治
國
、
以
慧
去
結
、

624
名
爲

療
病
。
。
爾
時
、
國
王
聞
是
語
已
謂
聞
正

教
也
。
、
方
知
舊
醫
、

625

癡
騃355
無
智
癡
喩
邪
見
。
騃

音
五
駭
反
。

、
卽
便
驅
逐
、
令
出
國
界

『注
大
般
涅
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』
巻
二
翻
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四
〇

345

或
有
風
病
冷
病
熱
病
…
「
南
本
」
風
冷
熱
病
。

346

病
…
「
南
本
注
」【
三
】
病
＝
患
。

347

唯
…
「
南
本
注
」【
三
】
惟
＊
。

348

爲
我
…
「
北
本
注
」【
宮
】
爲
我
の
二
字
は
割
注
。

349

時
…
「
北
本
注
」【
宮
】〔
時
〕
欠
。

350

明
…
「
北
本
注
」【
宮
】
明
能
。

351

我
當
如
是
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
我
當
如
是
、
我
當
如
是
。

352

供
給
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
當
給
。

353

於
是
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
是
時
。

354

技
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
伎
。「
南
本
注
」【
三
】
伎
＝
技
。

355

騃
…
「
南
本
」
闇
。



626
棄
邪
也
。
。
然
後
倍
復
恭
敬
客
醫
歸
正
也
。
。
是
時
客
醫
、

627

作
是
念
言
、
欲
教
王
者
、
今
正
是
時
。
卽
語
王
言
、
大

628

王
於
我
、
實
愛
念
者
、
當
求
一
願
空
理
無
二
、

故
云
一
也
。
。
王
卽

629

答
言
、
從
此
右
臂
右
以
便
爲
喩
、

況
初
學
也
。

、
及
餘
身
分
譬
常
樂
等
、
、

630
信
根
也
。
隨
意
所
求
、
一
切
相
與
無
所
執
也
。
。
彼
客
醫
言
王
、

631

雖
許
我
一
切
身
分
、
然
我
不
敢
多
有
所
求
根
未
偏
熟
、

632
故
云
不
敢
。
。
今
所
求
者
、
願
王
宣
令
一
切
國
內
、
從
今
已

633

往
、
不
得
更356
服
舊
醫
乳
藥
勸
捨
邪

我
也
。
。
所
以
者
何
、

634

是
藥
毒
害
、
多
傷
損
故
邪
我
執
著
、

故
多
損
耳
。
。
若
欲357
服
者
、

635

當
斬
其
首
邪
我
爲
衆
倒
之
源
故
、
況
之
以
首
也
。
今

説
無
常
之
教
、
以
斷
其
惑
、
猶
如
斬
焉

。
斷

636

乳
藥
已
終
、
更
無358
有
橫
死
之
人
若
禁
邪
我
、
則
慧
命

得
全
、
爲
不
横
也
。
、

637

常
受359
安
樂
故
求
是
願
樂
謂
涅
槃

之
道
也
。
。
時
王
答
言
、

638

汝
之
所
求
蓋
不
足
言
所
教
易

信
也
。
。
尋
爲
宣
令
況
轉
教
也
。
、

639

一
切
國
內
有
病
之
人360
、
皆
悉
不
聽
、
以
乳
爲
藥

640
禁
邪

我
也
。
。
若
爲
藥
者
、
當
斬
其
首
終
以
無
我
、
斷

彼
邪
我
也
。

。
爾

641

時
、
客
醫
以
種
種
味
和
合
衆
藥361
、
謂
辛
苦
醎
甜
醋362

642

等
味
以
療
衆
病
喩
佛
於
小
教
中
、
説
種

種
之
法
、
化
衆
生
也
。
、
無
不
得

643

差
執
病
悉

除
也
。
。
其
後
不
久
、
王
復
得
病
況
諸
比
丘
、
因

學
無
我
、
遂
於

644
佛
地
、
起

無
我
倒
。
、
卽
命
是
醫
、
我
今
病
重
困
苦
欲
死363
執
見

情
深
、

『注
大
般
涅
槃
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』
巻
二
翻
刻
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青
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四
一

356

更
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
復
。

357

欲
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
故
。「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
故
＝
欲
。

358

更
無
…
「
南
本
」
無
復
。

359

受
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
處
。

360

有
病
之
人
…
「
南
本
」
凡
諸
病
人
。

361

客
醫
以
種
種
味
和
合
衆
藥
…
「
南
本
」
和
合
衆
藥
。

362

酢
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
醋
。「
北
本
注
」【
三
】【
宮
】
醋
＝
酢
、

下
同
。

363

我
今
病
重
困
苦
欲
死
…
「
南
本
」
我
今
病
困
。



645
爲
病
重
、
迷
眞

未
返
爲
欲
死
。
、
當
云
何
治
無
我
之
執
、

何
法
可
除
。
。
醫
占
王
病

646

應
用
乳
藥
無
我
之
病
、

非
我
不
除
。
。
尋
白
王
言
、
如
王
所
患
、
應

647

當
服
乳
説
今
教
也
。
。
我
於
先
時
所
斷
乳
藥
、
是
大
妄

648

語364
前
爲
著
邪
故
斷
。
今
緣
破
執
故
、
須
。

此
爲
方
便
之
門
、
非
是
眞
實
語
也
。

。
今
若
服
者
、
最

649

能
除
病
讃
今
教
也
。
。
王
今
患
熱
、
正
應
服
乳
執
説
無
我
、

爲
熱
病
。
眞

650
我
能
除
、

爲
服
乳
。
。
時
王
語
醫
、
汝
今
狂
耶
、
爲
熱
病
乎
昔
非
今
是
、

651
豈
不
狂
耶
。
、
而
言
服
乳
、
能
除
此
病
。
汝
先
言
毒
、
今
云
何

652

服
、
欲
欺
我
耶
前
説
有
毒
、
復
言
良
妙

語
渉
相
誣
故
、
云
欺
我
。
。
先
醫
所
讚
、

653

汝
言
是
毒
、
令
我
驅
遣
。
今
復
言
好
、
最
能
除
病
。
如

654

汝
所
言
、
我
本
舊
醫
、
定
爲
勝
汝
先
毀
後
讃
、

非
勝
如
何
。
。
是

655

時
客
醫
、
復
硌365
王
言
、
王
今366
不
應
作
如
是
語
。
如
虫

656

食
木
、
有
成
字
者
木
況
有
漏
、
虫
喩
外
道
、
一
切
諸
病
、

悉
以
乳
療
、
不
識
病
由
、
偶
然
有
中
、

657
故
云
成
字
。
、
此
虫
不
知
、
是
字
非
字
外
道
説
我
、
不
知
我
所

對
除
。
如
虫
食
木
不
知

658
是
字
非
字
。
。
智
人
見
之
、
終
不
唱
言
、
是
虫
解
字
、
亦
不
驚

659

怪
食
木
之
虫
、
偶
然
成
字
。
不
知
是
字
、
外
道
説
我
。

偶
言
是
我
、
不
知
我
義
、
是
故
智
人
、
不
驚
不
怪
。
。
大
王
、

660

當
知
舊
醫
亦
爾
。
不
別
諸
病
悉
與
乳
藥
、
如
彼
虫

661

道
偶
成
於367
字
。
如
是368
舊
醫
、
不
解
乳
藥
、
好
醜
善
惡

662
合
不
知

字
也
。
。
時
王
問
言
、
云
何
不
解
。
客
醫
答
言369
、
是
乳

663

藥
者
、
亦
是
毒
害
喩
外
道
所

説
之
我
。
亦
是
甘
露
況
佛
説

眞
我
也
。
。

『注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻
（
青
木
）

四
二

364

大
妄
語
…
「
南
本
」
非
實
語
。

365

哀
…
啓
「
北
本
｣・
｢南
本
」
語
。

366

今
…
「
南
本
注
」【
明
】
令
。

367

成
於
…
「
南
本
」
得
成
。

368

如
是
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
是
先
。

369

言
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
王
。



664

云
何
是
乳
、
復
名
甘
露
。
若
是
牸370
牛
牛
況
彌
經
。
菩

薩
謂
能
生
大

665
慧
之
子
也
。
不
食
酒
糟
糟
能
生
狂
、

譬
癡
起
業
。
・
滑
草
草
滑
順
情
、

喩
貪
悦
意
。
・
麥

666

握
握
澁
違
情
、

況
瞋
逆
志
。
、
其
犢
調
善
此
喩
智
慧

柔
和
也
。
。
放
牧
之
處

667
譬
觀
諸
境
。
、
不
在
高
原
況
不
住

二
乘
也
。
亦
不
下
濕
譬
不
住

世
間
也
。
。
飮

668

以
淸
流371
喩
受
正

教
也
。
、
不
令
馳
走
況
不
失

戒
定
也
。
。
不
與
特
牛
、
同

669

共
一
群
遠
惡
知

識
也
。
。
飮
飼372
調
適
教
不
失
時
。
、
行
住
得
所
慧心

670
歷
境
、
名
行
定
。

心
不
移
稱
住
。

。
如
是
乳
者
、
能
除
諸
病
、
是
則
名
爲

671

甘
露
妙
藥
此
喩
眞
我
之
解
、

能
除
生
死
重
苦
。
。
除
是
乳
已
、
其
餘
一

672

切
、
皆
名
毒
害
謂
與
聖
道

相
違
者
。
。
爾
時
、
大
王
聞
是
語

673

已
讚
言
、
大
醫
、
善
哉
善
哉
。
我
從
今
日
、
始
知
乳
藥
、

674

善
惡
好
醜
。
卽
便
服
之
、
病
得
除
愈
依
教
修
行
、

所
執
除
也
。
。

675

尋
時
、
宣
令
一
切
國
內
、
從
今
已
往
、
當
服
乳
藥

676
轉
化
衆

生
也
。
。
國
人
聞
之
、
皆
生
瞋
恨
。
咸
相
謂
言
、
大
王

677

今
者
爲
鬼
所
持
、
爲
狂
癲373
耶
鬼
況
無
明
、

狂
喩
四
倒
。
。
而
誑

678

我
等
、
復
令
服
乳
。
一
切
人
民
、
皆
懷
瞋
恨
、
悉
集
王

679

所
。
王
言
、
汝
等
不
應
於
我
而
生
瞋
恨
。
而374
此
乳
藥
、

680

服
與
不
服
、
悉
是
醫
教
、
非
是
我
咎
。
爾
時
大
王

681

及
諸
人
民
、
踊
躍
歡
喜
、
倍
共
恭
敬
、
供
養
是
醫
同信

682
我
教

也
。
。
一
切
病
者
、
皆
服
乳
藥
、
病
悉
除
愈
眞
我

之
教
、
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四
三

370

牸
…
「
南
本
」
乳
。

371

流
…
「
南
本
」
水
。

372

飼
…
「
北
本
」
餧
。「
南
本
」
食
。

373

狂
癲
…
「
北
本
」
狂
顚
。「
南
本
」
是
狂
。

374

而
…
「
南
本
」
如
。



683
出
生
功
德
。
若
能
信
行
、

煩
惱
永
斷
、
故
曰
悉
除
。
。
汝
等
比
丘
、
當
知
如
來
・
應
供375

684

正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈

685

夫
・
天
人
師
・
佛
・
世
尊
亦
復
如
是
。
爲
大
醫
王
出
現

686

於
世
、
降
伏
一
切
外
道
邪
醫
。
諸
王376
衆
中
、
唱
如
是

687

言
、
我
爲
醫
王
、
欲
伏
外
道
、
故
唱
是
言
、
無
我
、
無
人
、

688

衆
生
、
壽
命377
、
養
育
、
知
見
、
作
者
、
受
者
。
比
丘
當
知
、

689

是
諸
外
道
、
所
言
我
者
、
如
虫
食
木
、
偶
成
字
耳
。
是

690

故
、
如
來
於
佛
法
中
、
唱
言378
無
我
、
爲
調
衆
生
、
故
爲

691

知
時
、
故
説
是379
無
我
。
有
因
緣
故
、
亦
説
有
我
昔言

692
無
我
、
今
説
有

我
、
是
知
時
也
。
。
如
彼
良
醫
、
善
知
於
乳
、
是
藥
非
藥
。

693

非
如
凡
夫
、
所
計
吾
我
不
同
外
道
、
所

計
邪
我
也
。

。
凡
夫
愚

694

人
所
計
我
者
、
或
如
拇
指380
、
或
如
芥
子
、
或
如
微
塵

695
執
我
相
也
。
、
如
來
説
我
、
悉
不
如
是
。
是
故
説
言
、
諸
法

696

無
我
破
我
執
也
。
、
實
非
無
我
非
無
眞

常
之
我
。
。
何
者
是
我381
。

697

若
法
是
實
是
眞
、
是
常
是
主
、
是
依
性
不
變
者382
、
是

698

名
爲
我
。
如
彼
大
醫
、
善
解
乳
藥
破
有
則
言
無
、

談
眞
故
説
有
。
。
如

699

來
亦
爾
、
爲
衆
生
故
、
説
諸
法
中
眞
實
有
我
。
汝
等

700

四
衆
、
應
當
如
是
修
習
是
法
。

701
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四
四

375

應
供
…
「
北
本
｣・
｢南
本
」
應
。「
南
本
注
」【
三
】
應
供
。

376

王
…
「
南
本
」
四
、「
南
本
注
」【
三
】
四
＝
王
。

377

命
…
「
南
本
注
」【
三
】
命
＝
者
。

378

言
…
「
北
本
」
是
。

379

説
是
…
「
南
本
」
如
是
。

380

或
如
拇
指
…
「
北
本
」
或
言
大
如
拇
指
、「
北
本
注
」【
三
】
或
有

説
言
大
如
拇
指
。「
南
本
」
或
有
説
言
大
如
拇
指
。

381

我
…
「
北
本
注
」【
元
】【
明
】
實
。

382

不
變
者
…
「
北
本
」
不
變
易
者
、「
北
本
注
」【
宋
】〔
易
〕
欠
、

【
元
】【
明
】【
宮
】〔
者
〕
欠
。「
南
本
」
不
變
易
。



702

注383
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
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四
五

383

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
…
「
北
本
」
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
。「
南

本
」
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
、「
南
本
注
」【
明
】〔
大
般
涅
槃
經
〕

欠
。
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四
六

Summary

A Diplomatic Edition of the Zhu daban niepan
jing Scrolls II, with An Introductory Study

Aoki Chialin

The Zhu daban niepan jing 注大般涅槃経 is a commentary to the northern
text of the Mahāyāna Mahāparinirvān. asūtra 大般涅槃経 which was
translated by Dharmaks

̇
ema 曇無讖 (385-433) in 421 during the Northern

Liang dynasty 北涼 Beiliang. This commentary was written by Wei Shen
穐諗, the governor official of the Daojiang prefecture 導江県 of the Tang
Dynasty. According to record of the Tōiki dentō mokuroku 東域伝灯目録,
the commentary had 30 fascicles 巻, though only six of them remain today,
i. e. scrolls II, VIII, X, XII, XIV, and XIX. Most of them are nationally
designated Important Cultural Properties in Japan.
Little is known about Wei Shen. The title of governor of Daojiang

prefecture offers a clue as to his identity. I suggest that Wei Shen lived in
the early eighth century. The Zhu daban niepan jing was written during
the era of Kaiyuan 開元 era (713-741), and transmitted to Japan during the
Tenpyo 天平 era no later than 753.
In this article, I provide a diplomatic edition of the Zhu daban niepan jing

fascicle II comparing both the northern and southern versions in the Taishō
Tripit

̇
aka. Hopefully this work will also bring a contribution to the study of

the Mahāyāna Mahāparinirvān. asūtra 大般涅槃経.
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